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＜定めること＞ 将来人口・まちの規模 まちづくりの目標 

今後の土地利用 必要な都市施設整備の方針等 

 

 

池田町都市計画マスタープラン（以下、本計画）は、都市計画法第 18 条の２に

基づき、池田町の都市計画を中心としたまちづくりに関する基本的な方針を定める

ものです。 

  
 
 
 

 

  

概ね 20 年後の 2025 年を目標とする計画です。その効果については常に検証を

行い、実現施策に反映するとともに、５年ごとに計画の見直しを行います。 

 

 

 

本計画は、上位計画である「池田町総合計画」等に即し、現在進行中の計画や事

業とも調整を図りながら、町全体および地域別（区分は 19 ﾍﾟｰｼﾞ参照）の課題に

応じたまちづくりの基本方針をまとめています。市街地内の道路、公園等の施設の

整備、土地利用等は本計画を基本に据えて、個別に別途事業化し、それぞれ実施し

ていくことになります。 

 

 

 

 

図 都市計画のマスタープランの位置付け 

都市計画マスタープランとは 

計画の位置付け 

計画目標年次 

 池池田田町町第第４４次次総総合合計計画画（（11999999 年年－－22000088 年年））  

 
 
○まちづくりに関する 

現状・課題

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○将来目標の設定 
 
○実現化の方策 

多様な手法を検討 
（都市計画事業に限らない）

【住民意向調査・ 
地域別懇談会】 

 
・地域資源の掘り起こし
・地域住民の意向の把握
・地域からの提案 
 

※地域のよさの再認識 
※重点的に取り組むべき 

課題の明確化 

合併問題などを含む将来

像議論への反映 

環 境 

社会資本 

コミュニティー形成

福祉・教育等

課題や意見の分野別整理

 
個別施策・事

業への反映 
 

都市計画 
社会資本 
の整備 

都都
市市
計計
画画
基基
礎礎
調調
査査((

22000044
年年))

都都都市市市計計計画画画マママスススタタターーープププララランンン

（（（222000000555 年年年－－－222000222555 年年年）））

都市計画事業の方針導入 

ソフト事業（人材育成、交流促進等） 地域コミュ
ニティーの
再構築 

上位計画への反映 
総合計画（後期計画） 
国土利用計画（市町村計画）

関係法令、関連制度等との整合
都市計画法 例）都市計画区域マスタープラン

建築基準法 例）白地地域の容積・建ぺい率 
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白馬岳 

鹿島槍ヶ岳 

針ノ木岳 
蓮華岳 

餓鬼岳 

有明山 

燕岳 

大天井岳 

常念岳 

爺ヶ岳 
 

 
・堤防道路からの爺ヶ岳 
・ドライブしながら案内 

したい 

堤防からの眺め 

 
・松本方面の夜景がきれい

夜景のきれいな場所 

 
・日本昔話のような景観

・春の山桜が咲く頃の景

観のすばらしさ 
・夢のように良い景色で

のどかです 

陸郷の眺め

 

 
・長福寺の前、北アルプスの

景観がすばらしい 
・北アルプスと桜が同時に見

られる 

長福寺、滝沢神社 

付近からの眺め 

 
・滝ノ台の高台からの眺望が良い

・常念岳より白馬連峰まで見える

・渋坂のすべり台の上から見える

アルプス 

滝ノ台地区からの眺め

 
・池田町を一望できる

社口原

 
・アルプスと田園風景が宝 
・安曇野の景観を代表する所 
・眺め、写真、絵のスポット 

クラフトパークからの眺め

 
・有明山の眺めが良い 
・水田の平の眺めと西山の景色

南部の田園からの眺め 

・有明から眺める 
クラフトパーク 

・長福寺の銀杏の紅葉 

まちの魅力 ～みんなでみつけたいいところ～ 

●身近に残るいい自然・花・紅葉のみどころ 

▲北アルプスを映し出す水田 ▲高瀬川から流れる岡堰

▲心地よい散歩コース

●眺めのいいところ・心地よいところ 

雄大な北アルプス

や整備された水田

など、美しい風景

の眺望ポイントが

各所にあります。 

地域の人々がお気

に入りの散歩コー

スは内外から評価

されています。 

町内を流れる幾す

じもの水路は、多

様な生き物を育む

場として親しまれ

ています。 

 
大峰高原の自然

・トカゲ、ヤモリ、ヘビ、サワガニ、

オニヤンマ等の生息地 
・ホタル､カッコウもいる

 
・前川の水辺や緑 
・きれいで生物がいる水辺 
・ホタルを時々見かける 

前川周辺 

 
・花見のホタル水路は心が和む

・湧水でセリがいっぱい出る 
・クワガタ、カブトムシ 

東山山麓(花見～滝沢) 

 
・カジカ、ドジョウ、

赤魚の生息 

高瀬川 

大峰の大楓

 
・学校の桜並木 
・浄念寺の名所 
・高瀬中のグランド

南西の桜の紅葉が

とてもよい 

まちなかの名所

 
・長福寺 秋、紅葉がすばらしい

（イチョウ・カエデ） 

長福寺の紅葉 

鵜山の桜並木

 
・俳句坂 
・ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 500 本

・登波離橋 

山道の名所 

北部の田園（岡堰周辺）

・・ 

※第１回地域別懇談会意見より作成

▲春を彩る陸郷の桜

サクラをはじめ、

四季折々に咲く花

木の見どころが点

在しています。 
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高瀬浄水園

墓地公園

農村広場

ハーブセンター

アルプス展望公園

中之郷ﾏﾚｯﾄｺﾞﾙﾌ場

ﾀｰｹﾞｯﾄﾞﾊﾞｰﾄﾞｺﾞﾙﾌ場

クラフトパーク

アルプス広場

東山夢の郷公園

あづみの広場

大峰高原

 
 
・金の鈴会館の朝市で新鮮

な野菜が買える 
・駐車場の広い大型店 

中心市街地 

（個人商店等他）

・小高く広々としていて、

孫に遊ばせたい 
・おいしいお店

クラフトパーク周辺

おいしいお店

 
 
・店舗が近くて大変便

利である 
・駐車場が広いため気

軽に行く 

ハーブセンター、

大型店舗 

●歴史や文化を伝えるいいところ ●お気に入りの施設やお店 

▲道端に佇む道祖神

▲山間部の耕作風景

▲クラフトパーク

▲総合福祉センター

道端や辻など、町

内 の 至 る と こ ろ

に、道祖神が奉ら

れています。 

東 山 の 山 間 部 で

は、昔ながらの棚

田を耕す農業が続

けられています。 

人口一人当たりの

都市公園面積は全

国的な目標水準を

上回っています。

保健、医療、福祉

施設の数は県内で

は比較的充実して

います。

 

内鎌諏訪神社

堀之内三嶋神社

滝沢神社

浄念寺

八代神明宮

稲荷神社

成就院

宇佐八幡宮

長福寺

会染八幡宮

四柱神社

中嶋三社

八幡神社
金刀比羅神社

諏訪神社

中山神社

諏訪神社

渋田見諏訪神社

諏訪神社

川会神社

正科竃神社

鵜山四社

金毘羅社

薬師堂

水堀神社

日野薬師堂

 
・いやし、心の安らぎ 
・内山真弓の歌碑あり 
・神社の佇まい 

川会神社 

 
 
・本通りの昔の建物 
・古久庄の蔵（酒蔵） 
・大角屋の酒造 
・八幡神社（祭り） 

（山車小屋、舞台） 

まちなかは歴史的・ 

文化的資源の宝庫 

池田鉄道 

駅舎等の跡 

 
 
・中島城址・滝沢城址の歴史

・道祖神 
・滝沢権現社跡 
・神社の伝統芸能 

山麓沿いには寺社・

道祖神・お城が点在

 
主な寺社 

主な道路 

主な河川（水路） 

緑 地（ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ）

自然地（樹林等）

凡 例

※第１回地域別懇談会意見より作成

町内には蔵造りの

建物がいくつか残

されています。 
▲まちなかに残る大きな蔵



 

4 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

0
-
4
歳

5
-
9
歳

1
0
-
1
4
歳

1
5
-
1
9
歳

2
0
-
2
4
歳

2
5
-
2
9
歳

3
0
-
3
4
歳

3
5
-
3
9
歳

4
0
-
4
4
歳

4
5
-
4
9
歳

5
0
-
5
4
歳

5
5
-
5
9
歳

6
0
-
6
4
歳

6
5
-
6
9
歳

7
0
-
7
4
歳

7
5
-
7
9
歳

8
0
-
8
4
歳

8
5
歳

以
上

(人)

2002-2004年の平均人口 2025年の予測人口

▲ 150 ▲ 100 ▲ 50 0 50 100 150

0-4歳→5-9歳 　

5-9歳→10-14歳

10-14歳→15-19歳

15-19歳→20-24歳

20-24歳→25-29歳

25-29歳→30-34歳

30-34歳→35-39歳

35-39歳→40-44歳

40-44歳→45-49歳

45-49歳→50-54歳

50-54歳→55-59歳

55-59歳→60-64歳

60-64歳→65-69歳

65-69歳→70-74歳

70-74歳→75-79歳

75-79歳→80-84歳

(人)

1997→2002 1998→2003 1999→2004

まちの抱える現状・課題 

就学・就職を契機に町外に出た若い世代が再

び戻って来て住みたくなるような魅力づくり

（雇用創出・住環境整備等）が課題です。 

・30～60 代は他地域から流入

・池田町の住みよい環境や充実し

た子育て支援を評価 

・就学・就職時に伴う流出 

・町内で働ける場所の不足 

・生活利便に対する不満（交通等）

資料：住民基本台帳 

近年の年齢階級別の人口動態 

→増加 

20 年後の年齢階級別の人口構成 

現在の人口動態（出生率、死亡率、社会増減）が

継続した場合、20 年後には人口が１万人を割り、

高齢化率が一層高まることが予測されます。 

※住民基本台帳

の人口をもとに

コーホート法を

用いて予測 

・出生率の低下 

・若い世代の流出 
・死亡率の低下 

・平均寿命の伸長 

減少← 
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▲ 4.0

▲ 3.0

▲ 2.0

▲ 1.0

0.0

1.0

2.0
池田町 松川村 八坂村 美麻村 白馬村 小谷村 豊科町 穂高町 奈川村 安曇村 梓川村 三郷村 堀金村（％）

年間増加率（％） 自然増加率（％） 社会増加率（％）

少子・高齢化の進行は、池田町だ

けではなく、全国や長野県でも同様

の傾向にあります。 

ただ、池田町の高齢化の進行は比

較的顕著で、現在の高齢化率は約

26％に達しています。 

近隣町村との自然増加率・社会増加率の比較（平成 15 年の前年比） 

コラム 全国や長野県はどうなっているだろう？ 

池田町の人口は社会増加数と自然減少数がほぼ同数

で推移し、総人口は横ばいの状況が続いています。 

増
加
↑

↓
減
少

池池田田町町  

長長野野県県 全全  国国  

0%

20%

40%

60%

80%

100%

14歳以下 15～64歳 65歳以上

65歳以上 12.1 16.1 21.5

15～64歳 65.4 65.7 63.4

14歳以下 22.5 18.2 15.1

昭和55年 平成２年 平成12年

0%

20%

40%

60%

80%

100%

14歳以下 15～64歳 65歳以上

65歳以上 9.1 12.0 17.3

15～64歳 67.3 69.5 67.9

14歳以下 23.5 18.2 14.6

昭和55年 平成２年 平成12年

0%

20%

40%

60%

80%

100%

14歳以下 15～64歳 65歳以上

65歳以上 18.2 21.5 25.4

15～64歳 64.3 63.7 61.5

14歳以下 17.4 14.8 13.1

平成２年 平成７年 平成12年

旧 旧 旧 旧 旧 旧 旧 

資料：国勢調査

資料：「長野県の人口（毎月人口異動調査結果報告」、長野県企画局情報政策課、H15

≓ 自然増加率 社会増加率年間増加率

●少子・高齢化の進行 

●近隣町村の人口動態 

＋
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近年５ヶ年の 25～39 歳の人口増加率 

地区単位の人口増加率をみると、若

い世代と年輩世代で、それぞれの人口

動向に若干異なる特徴がみられます。

■まちなかからの流出 
若い世代ほど顕著ではあり

ませんが、年輩の世代もまち

なかから流出する傾向にあ

ります。 

■広津や陸郷での 

山村居住の増加
人口は少ないものの、豊かな

自然の中での暮らしを求め

る若い世代の移住が目立ち

はじめています。 

 

■南部の田園地域で 

新規居住が増加
町内では交通利便性の高い

内鎌や十日市場など田園地

域での人口増加が進んでい

ます。 

■東山山麓部で 

居住が増加
千本木台や花見より南側の

山麓部で、年輩の世代の増加

傾向がみられます。 

■まちなかからの流出 
東町や三丁目では若い世代

の人口流出が顕著です。ま

た、吾妻町などの団地での人

口流出も目立っています。 

■主に団地地区で 

居住が増加
和合や高瀬橋南など団地で

の増加が顕著にみられます。

近年５カ年の 50～69 歳の人口増加率 

人口増加率(％)

10 以上 

5 ～ 10 

0 ～ 5 

-5 ～ 0 

-10 ～ -5 

-10 以下 
※人口増加率は 1997-1999 年

の平均人口と 2002-2004 年

の平均人口を比較したもの

です。 

人口増加率(％)

10 以上 

5 ～ 10 

0 ～ 5 

-5 ～ 0 

-10 ～ -5 

-10 以下 
※人口増加率は 1997-1999 年

の平均人口と 2002-2004 年

の平均人口を比較したもの

です。 

増加の流れ 

減少の流れ 



 

7 

■顕著な高齢化と後継者の不足 

まちなかではいずれの世代も減少傾向にあ

り、次代を担う後継者が少ない状況です。 

 

■店舗併用住宅が多い 
右図のように県道沿いの店舗は専用店舗よ

りも店舗併用住宅が多い状況です。 

 

■建築年数の古い建物が多い 
まちなかの建物の約半数が築 30 年以上

で、20 年以内に建替え時期を迎えること

が予想されます。 

 

 

 

200m0 100

池田北保育園

総合福祉センター

安曇総合病院

特別養護老人ホーム高瀬荘

高瀬中学校

池田小学校

池田

池田町公民館

福祉

 

その他都市的土地利用（宅地等）

駐車場

工業用地

店舗併用住宅

商業用地（店舗専用）

まちなかの商業店舗の現況 

昭和 55 年 平成 13 年

▲ 20.0 ▲ 15.0 ▲ 10.0 ▲ 5.0 0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

0-4歳→5-9歳 　

5-9歳→10-14歳

10-14歳→15-19歳

15-19歳→20-24歳

20-24歳→25-29歳

25-29歳→30-34歳

30-34歳→35-39歳

35-39歳→40-44歳

40-44歳→45-49歳

45-49歳→50-54歳

50-54歳→55-59歳

55-59歳→60-64歳

60-64歳→65-69歳

65-69歳→70-74歳

70-74歳→75-79歳

75-79歳→80-84歳

(％)

1997→2002 1998→2003 1999→2004

・就学・就職時に伴う流出 

・働ける場所の不足 

・生活利便に対する不満（交通等） 

・活気のなさ 

・税制上の不利 

第１地域における近年の年齢階級別の人口動態 

▲中心市街地の様子

資料：住民基本台帳

→増加 減少← 

※第１地域とは豊町、吾妻

町、東町、一丁目、二丁

目、三丁目、四丁目、五

丁目の計 8 地区を示しま

す。（19 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

2004 年における総人口

は 4,011 人です。 

空からみるまちなかの変遷 
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0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

昭和55年 昭和60年 平成２年 平成７年 平成12年

（戸）

専業農家 第１種兼業 第２種兼業

農家戸数の推移 

※平成 12 年調査は自給的農家(288 戸)を除く

■農家の減少と耕作放棄地の増加 
農家戸数は年々減少し、東山山麓部を中

心に、遊休農地も目立ち始めています。

資料：世界農林業センサス

耕作放棄地の現状 

資料：都市計画基調査(H15)

■活かしきれていない資源・

伸び悩む観光利用者 
町内にはたくさんのいいとこ

ろがあるにもかかわらず、観

光利用者の数は伸び悩んでい

るのが現状です。 

 〇大峰高原
にある施設
の利活用

〇社口原の
荒廃した桑
畑 

〇クラフト
パークや美
術館や創造
館などのソ
フト的利用

〇まちなか
の水路や道
の未整備 

0

50

100

150

200

250

S.63 H.1 H.2 H.3 H.4 H.5 H.6 H.7 H.8 H.9 H.10 H.11 H.12 H.13 H.14

千人

ハーブセンター   121,704人

夢農場               70,800人

大峰高原            23,233人

池田町立美術館  17,551人

菖蒲園               13,000人

相道寺焼※          2,300人

てるてる坊主の館  1,562人

施設別利用者数（平成 14年度） 
※相道寺焼は平成 13 年度の利用者 

数にて代用 

▲道の駅の様子

※第１回地域別懇談会より作成資料：池田町第４次総合計画・町内資料

主な観光施設の利用者数の推移 活かしきれていない資源の分布図
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0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

昭和55年
（2,064）

昭和60年
（2,493）

平成２年
（4,052）

平成７年
（4,644）

平成12年
（5,795）

平成13年
(4,639)

平成14年
(4,369)

平成15年
(4,572)

投資的経費 人件費 補助費等 物件費 公債費

扶助費 繰出金 積立金 維持補修費 投資、出資金
・貸付金

（百万）

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

昭和55年
(2,075)

昭和60年
（2,591）

平成２年
（4,090)

平成７年
（4,691）

平成12年
（5,855）

平成13年
(4,687)

平成14年
(4,460)

平成15年
(4,649)

町税 地方交付税 国・県支出金

町債 繰入金 譲与税・交付金等

使用料・手数料 分担金・負担金 その他

（百万）

●歳入決算額の推移（普通会計） 

●歳出決算額の推移（普通会計） 

平成 12 年度をピークに財政規模は縮小しつつあります

が、歳出に占める公債費の割合は年々増加し、財政の健全化

が求められています。 

資料：庁内資料
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Ａ：田園景観を維持する農業の支援策を充実

　　させる

Ｂ：無秩序な開発を防ぐルールを強化する

Ｃ：保全の認識を高める（普及啓発、眺望

　　施設・体験学習施設の整備等)

Ｄ：その他

Ａ：北アルプスの山並みと田園景観の保全、農業

　　の維持や自然環境の保全を大切にするまち

Ｂ：快適で住み良い住宅環境のモデルとなるよう

　　なまち

Ｃ：商業施設や娯楽施設が整った便利なまち

Ｄ：福祉、教育の取り組みが充実したまち

Ｅ：工場や企業の研究機関等の誘致により、新た

　　な産業づくりを通じて発展していくまち

Ｆ：自然・歴史的遺産及び既存の施設（ハーブセ

　　ンター、美術館等）を活かした観光産業、町

　　内外の交流のさかんなまち

Ｇ：その他

Ａ
34%

Ｂ
10%

Ｅ
15%

無回答
6%

無効
4%

Ｆ
11%

Ｇ
2%

Ｄ
14% Ｃ

4%

池田町民の声  ～まちづくりアンケート～ 

■20 年後のまちづくりのイメージ 

町民の多くの方が景観保全や農業の

維持、自然環境の保全を大切にする

まちを望んでいます。 

■将来の人口像 

町民の約７割の方が人口維持または

人口増加を望んでいます。 

（池田町まちづくりアンケートより作成(H16.4 月)）

住み
良い
25%

まあ住み
良い
55%

やや住
みにくい

16%

無効
0%

住みにく
い
4%

無回答
0%

無回答
7% 現状

維持
28%

その他
3%

わから
ない
19%

開発など
による人
口増を推
進する

43%

Ａ
30%

Ｃ
22%

無回答
8%

無効
0%

Ｄ
1%

Ｂ
39%

■景観保全のための施策 

眺望や田園景観保全のために無秩序

な開発を防ぐルールを強化する施策

が望まれています。 

■池田町の住みやすさ 

約８割の方が住みやすいと感じてい

ます。年代が高いほど住みやすいと

感じる傾向にあります。 
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その他
4.6%

鉄道が
走ってい

ない
52.3%

遊ぶとこ
ろがない

63.1%

大型店
が少ない

36.9%

独自の道
を歩んで
ほしい
70.8%

他市町村
と

合併
23.1%

その他
6.2%

住みたい
66.2%

住みたくな
い

32.3%

その他
1.5%

二十歳の若者の声 （資料：二十歳の夢アンケート(H17.8 月)対象：新成人 65 名）） 

今の自然
を大切に
して現状

維持
76.9%

開発をし
て都市化

させる
23.1%

 ■池田町の悪いところ 
大型店舗や娯楽施設の不足、交

通不便に対して不満を感じてい

るようです。 

■池田町に望むこと 
若者の多くが、今の自然を大切

にして現状を維持するまちづく

りを望んでいます。 

 ■合併か、自立か? 
若者の７割以上が、自立の道を

選択した町の方針を支持してい

ます。 

■将来、池田町に住みたいか? 
６割以上の若者が、将来的に池

田町に住みたいという意向をも

っています。 

 

 

子育て世代の声 

50.0%

44.3%

26.0%

19.2%

18.3%

15.3%

14.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ａ：子連れでも出かけやすく楽しめる場所

を増やして欲しい 
Ｂ：安心して子どもが医療機関にかかれる

体制を整備して欲しい 
Ｃ：親子が安心して集まれる身近な場、イ

ベントの機会が欲しい 
Ｄ：子育てに困った時に相談したり情報が

得られる場を作って欲しい 
Ｅ：残業時間の短縮や休暇の取得促進など、

企業に対して職場環境の改善を働きか

けて欲しい 
Ｆ：子育てについて学べる機会を作って欲

しい 
Ｇ：専業主婦など誰でも気軽に利用できる

ＮＰＯ等による保育サービスが欲しい

（資料：次世代育成支援に関するニーズ調査(H16.4 月)  

対象：小学生の子供をもつ家庭 398 件） 

■町に期待する子育て支援 
子連れでも出かけやすく楽しめる場所を望む声

が多く出されています。また安心できる医療体

制の整備も望まれています。 
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【【農農業業にに対対すするる町町民民ののアアイイデディィアア】】  
●●生生産産基基盤盤のの再再構構築築・・体体制制づづくくりり  

・水田の集約化 

・農業組織の法人化→集団農耕で農地保全 

・山麓の果樹栽培→団地化して効率化 

・不要になった農機具の収集、無償貸し出し 

・農家をしたい若い人を募集→やる気のある若い人の就農 

・後継者のいない農地を引き受ける組織（企業）、一般開放 

・企業による農業展開 

・転入者が農業で暮らせる仕組みづくり  

●●地地元元消消費費のの促促進進  

・町が中心になって地元食材の消費を拡大 

・公共施設の給食における地元産品の使用 

・ハーブセンターで新鮮な野菜の販売 

・安全な野菜などを販売する農家や店舗の拡充 

・地区ごとに安全な農産物を売る店舗の設置 

・農産物の販売先の確保→ニーズに応じた生産規模の確保 

・ネットを活用した都会に向けの産地直送「林中の○○さんがつくった○○○です」

・地産地消の義務づけ→そのスタイルのＰＲ「池田町に住めば、健康になれるよ！」

・米、野菜、ハーブの流通ルートの確保 

・自給自足、物との交換による生活 

●●農農業業にによよるる産産業業展展開開・・特特産産品品づづくくりり 

・地元の農産物を加工、販売するような産業 ・ぶどうの販売 

・農協とタイアップした野菜の加工施設   ・味のよい米づくり  
・ブドウやワイン生産のオーナー制度    ・有機農業を拡充         

・市場占有率の高い作物の栽培       ・大北農協による SPF 豚の活用  

●●新新規規のの展展開開 

・転作水田でのタニシの養殖、昔あった自然の再現 

・遊休農地の牧草地への転換        ・荒廃桑園に新しい栽培作物 

・山間地で羊を飼って牧草地化 

※第２回地域別懇談会意見より作成(H17.3 月)

【【暮暮ららししにに対対すするる町町民民ののアアイイデディィアア】】  
●●生生活活環環境境・・都都市市施施設設のの改改善善 

・ウォーキングロードの花植え      ・清掃の行き届いているまち 

・Ｕ字溝水路を石積みの水路化      ・歩いて用が足せるまちづくり 

・町の中心部に休める空間        ・まちなかに交流スペース 

・まち周りの減反、菜園化        ・水田の公園化 

・子供達が木登りや山遊びのできる場所    ・クラフトパークに緑陰空間    

●●宅宅地地供供給給のの工工夫夫 

・都会の人向けの庭付き一戸建、畑付きの一戸建、土地の提供、セカンドハウス 

・山麓に眺望景観を活かした宅地造成（ログハウス） 

・古民家の活用（別荘として、集落のグループホームとして） 

・50 年くらいの長期賃貸制度（空き家対策） 

・菜園付き、ビオトープ付き住宅団地    

・水田地帯の宅地化の際に屋敷林を義務化 ・若者向けの町営住宅 

・眺めを活かして田園の中で住める家   ・広い住宅で動物と一緒に住めるよう

・アルプスと花の似合う敷地の広い家    な家    

●●計計画画的的なな宅宅地地誘誘導導・・都都市市のの再再整整備備  

・公共施設の集積する場所に宅地     ・通勤圏に近いところに宅地集約 

・農振の見直して宅地化促進       ・農振除外して団地造成 

・中心市街地の区画整理         ・町じゅうの区画整理 

・車で移動しなくても用が足せる街づくり  ・昔ながらの街並みの復活      

・door to door で動けるしくみづくり   ・車の一切入れないエリアの設置   

●●子子育育てて支支援援・・高高齢齢者者福福祉祉のの充充実実 

・安心して子育てできる体制（医療等）  ・児童手当の増額 

・子供二人以上に補助金         ・Ｕターン帰郷者に優遇処置 

・ホームステイ分散型福祉による雇用創出  ・住民税を減税           

・町民一体の福祉支援（ハイテク活用して） 

●●地地域域雇雇用用・・地地域域ココミミュュニニテティィーーのの創創出出  

・小学校を統合化による高齢者コミュニティー施設への転換 

・昔ながらの近所づきあいとインターネットによるネットワークづくり 

・若年層の働く場所の確保        ・中鵜地区に大学誘致 

●●情情報報発発信信、、ままちちののＰＰＲＲ 

・自給自足のスローフードの町      ・自給自足の町をＰＲ 

・山の中の暮らしの体験         ・Ｉターンの促進 

・「池田に住むと健康になれる」をＰＲ 
※第２回地域別懇談会意見より作成(H17.3 月)

Ａ：地元の安全な農産物の販売施設

　　の整備とシステムの充実

Ｂ：農林産物加工品、土産品などの

　　開発及び販売施設の整備、充実

Ｃ：農林業への支援策

Ｄ：都市住民との交流を図る観光農園や

　　体験

Ａ：余暇時間の有効活用

Ｂ：健康増進と健康管理

Ｃ：家族とのふれあい、団らん

Ｄ：子育て・教育

Ｅ：家族の介助・介護

Ｆ：となり近所とのつきあい

Ｇ：地域貢献、ボランティア、ＮＰＯ活動

　　に取り組む

Ｈ：仕事

Ｉ：その他

Ａ
12%

Ｂ
33%

Ｄ
10%

Ｅ
11%

Ｉ
1%

Ｇ
7%

Ｈ
4%

Ｆ
5%

無回答
4%

無効
1%

Ｃ
12%

■暮らしのなかで 

特に重要なこと
今後の暮らしのなかでは健康が

最も重要視されています。 

若い世代では子育て支援や教育

が重要とされています。 

Ａ
39%

Ｂ
26%

Ｃ
10%

Ｄ
16%

無回答
9%

■農業施策 

地元の安全な農産物の販売のし

くみづくりが最も求められてい

ます。 

今後の暮らし・産業に対する声 

※池田町まちづくりアンケート 

より作成(H16.4 月) 

※池田町まちづくりアンケート 

より作成(H16.4 月) 

・高齢者向けのバス交通 
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【【観観光光にに対対すするる町町民民ののアアイイデディィアア】】  
●●花花ややハハーーブブをを活活かかししたた展展開開 

・岡堰沿いの高幅整備（ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ、ﾅﾅｶﾏﾄﾞ、ﾔﾏｻﾞｸﾗなどの重点的な植栽整備） 

・ハーブセンターの周辺の水田を花やハーブ畑に 

・四季を通じてハーブセンターで花が楽しめる工夫 

・ハーブティーはただで飲めるようなしくみ 

・県道大町明科線沿いを花でいっぱいに 

・花とハーブのまちづくり        ・休耕田にハーブを一面に植える 

・東山を桜の山としてＰＲ        ・お花見の場所整備 

●●歩歩いいてて楽楽ししめめるるルルーートト整整備備やや修修景景 

・東山山麓、岡堰に沿いのサイクリングまたはジョギングコースの整備 

・ビューポイントで一休みして眺められるベンチやトイレの設置 

・歴史（史跡）の地図づくり       ・地名（昔の小字）の案内板設置 

・ウォーキングと観光の融合       ・文化財巡りのウォーキングコース 

・広津、陸郷でのウォーキングコース整備  づくり 

・歩いて楽しめる東山展望道路      ・山麓線に車道以外の遊歩道 

・歩道の拡幅・景色が楽しめる遊歩道整備 ・安心して歩けるみちの整備   

・ドジョウなどが棲める小川       ・旅人のいやしの場所の設置 

・景観を守るための看板規制       ・良いところの情報提供   

●●体体験験型型観観光光やや長長期期滞滞在在ののししくくみみづづくくりり 

・町が間に入って自由に山に入れるような仕組みづくり 

・山を開放して、春の山菜、秋のきのこ（入場料をとるしくみ） 

・長期滞在できるような仕組みづくり（体験型産業、ものづくり） 

・山間地に滞在していろいろ体験できる施設（ガイドの養成） 

・岡堰（正科～滝沢）をベースにした観光づくり、宿泊施設 

・東山に週末だけでも借りて過ごせる宿泊施設 

・みんなと同じ方向性ではない「本物」の提示 

・体験型の農業             ・果物で観光ワイナリーの設置 

・ほだ木の森（きのこ狩り園）      ・カブトムシ捕りツアー 

・ホタル祭りに来た人を泊める仕組み   ・個人宿泊への補助 

・絵描きの人が泊まれる簡素な宿泊施設  ・静かに休養できる芸術村 

・グリーンツーリズムの拠点       ・地域まるごと観光地 

●●既既存存施施設設のの利利活活用用  

・ハーブセンターにふさわしい食事提供  ・創造館で定期的なピアノコンサート

・クラフトパーク、美術館で結婚式産業  ・美術館に著名な絵を展示 

●●新新規規施施設設やや動動線線のの整整備備 

・東山に遠くから見えるランドマークの設置    

・冬期の北アルプスの素晴らしさを眺められる施設の設置  

・ヨーロッパのように人の集まれる広場の設置 

・広域で池田までの周遊バス（豊科から）の運行 

・東山に森林公園の設置         ・林道整備 

・高瀬川に架橋             ・大峰地区へ向かう道路の拡幅 

※第２回地域別懇談会意見より作成(H17.3 月)

Ａ：自然を活かした観光開発

Ｂ：イベントを充実した観光客の誘致

Ｃ：歴史、文化を活かした観光事業の充実

Ｄ：周辺観光地とのルートと拠点施設

　　の整備、充実

Ｅ：民間施設との連携による観光拠点の整

　　備、充実

Ｆ：その他

Ａ：大規模店舗の誘致

Ｂ：既存商店の集合化をはかる共同店舗等

　　の整備、充実

Ｃ：工場誘致を行い雇用の場を確保する

Ｄ：工業団地を造成し既存企業の集積と地

　　場産業の育成

Ｅ：自然や観光資源を活かした新たな産

　　業の創出

Ｆ：商工業への支援策の充実

Ｇ：その他

Ａ
10%

Ｂ
16%

Ｃ
25%Ｄ

10%

Ｅ
27%

Ｆ
6%

無回答
5%

Ｇ
0%

無効
1%

■商工業施策 

自然や観光資源を活用した新た

な産業創出と工場誘致による雇

用確保のいずれも強く求められ

ています。 

Ａ
36%

Ｂ
8%

Ｄ
23%

無効
1%Ｆ

3%

無回答
5%

Ｅ
12%

Ｃ
12%

■観光施策 

自然を活かした観光開発を望む

声が最も多く、その手段として

の観光ルートや施設整備の充実

も望まれています。 

※池田町まちづくりアンケート 

より作成(H16.4 月) 

※池田町まちづくりアンケート 

より作成(H16.4 月) 

【【商商工工業業にに対対すするる町町民民ののアアイイデディィアア】】  
●●消消費費者者ののニニーーズズにに応応じじたた商商品品提提供供・・店店舗舗展展開開 

・特産品同士の組み合わせ販売（お酒と相道寺焼） 

・おいしいものを気軽に食べたり、飲んだり、会話ができるお店 

・こだわりの商店（大量消費でなく心の伝わる商法） 

・専門店や特色あるお店づくり 

・複数店舗の共同出資による小規模スーパー 

・地場産品を扱う店の拡充        ・若者向けの店舗 

・おいしい水の販売、ＰＲ        ・池田の酒のＰＲ 

・造り酒屋を中心にした商業展開     ・酒造でワイン等の研究（行政支援）

●●店店舗舗立立地地のの工工夫夫・・商商業業空空間間のの再再構構築築  

・中心商店街のお店をハーブセンターに集約 

・総合福祉センターの周りに店舗を集約 

・福祉会館のとなりに八百屋 

・空き店舗がマイナスイメージ→活気を感じさせる対策 

・まちなかの店舗出入（動線）の工夫 

・商店の集約化による駐車場のスペースの確保 

・高校生の自由な発想によるまちなかの空き店舗の活用 

・商店街の本格的な改造（街路樹、電柱撤去、広場整備） 

・飲食業の活性化（ほろよい横丁）    ・イベント通りづくり   

・テーマを絞ったショッピングモール   ・大型集合店舗を誘致 

・てるてる坊主の館の商店街への移転 

●●企企業業誘誘致致・・産産業業創創出出 

・地元産の山菜加工工場、米や野菜の加工工場 

・食品加工会社（漬物関係）の誘致    ・シニア向けの産業         

・山地に合った工場や店舗の設置     ・水を活かした産業         

※第２回地域別懇談会意見より作成(H17.3 月)
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『『人人とと自自然然のの融融和和ししたたままちちづづくくりり』』  

～池田のいいところを活かして魅力いっぱいのまちへ～ 

まちづくりの主役は人。様々な世代が交流できるまちを目指し、20 年

後（２０２5 年）の目標人口を１１,０００人に設定します。 

※１ 目標人口は第４次総合計画後期基

本計画に準じて設定 

※2 1997－2002 年、1999－2004 年の各

年齢別平均人口の変化からコーホ

ート法により算出（出生率の設定は

1.29 人一定） 

推計人口※2 

9,900 人 

（高齢率：約 38％） 

 ①①若若いい世世代代のの定定着着、、子子育育てて世世代代のの定定着着  

②②元元気気なな高高齢齢者者をを増増ややししてていいくく工工夫夫  

③③世世代代間間交交流流・・広広域域的的なな人人のの交交流流促促進進 

目標人口※1 

１１,０００人 現在の人口 

10,800 人 

（高齢率：約 26％） 

22000055 年年  22002255 年年 

●暮らしの目標 「快適で持続可能な暮らしの実現」 
  
 ・多世代が住みやすい安全で快適な住環境 
 
 ・自然のよさや恵みを実感できる生活 
 
●産業の目標  「地域に根ざした産業振興」 

  
 ・地域で生産したものを地域で販売・消費できる農業 

 

 ・地域に根ざした産業で振興を図る商工業 
 

 ・美しさで人を呼び、味わいと体験で満足させる観光 

中中長長期期的的なな人人づづくくりりのの３３つつのの視視点点  

これからのまちづくりの理念・目標像 

将来人口の設定 
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  現現在在のの人人口口動動態態（（特特徴徴）） 

将将来来のの人人口口展展開開（（イイメメーージジ）） 

  

○○中中心心部部ののままちちななかかでではは人人口口流流出出

やや高高齢齢化化のの進進行行にによよりり、、地地域域のの

沈沈滞滞化化がが進進んんででいいまますす。。  

  

○○眺眺望望にに優優れれたた山山麓麓やや利利便便性性ののよよ

いい南南部部のの田田園園地地域域のの一一部部でではは人人

口口がが増増加加傾傾向向ににあありりまますす。。無無秩秩

序序なな宅宅地地化化にによよりり、、ババララ立立ちち等等、、

環環境境条条件件のの悪悪化化やや行行政政ササーービビスス

のの低低下下がが懸懸念念さされれてていいまますす。。  

  

○○山山地地部部でではは、、多多少少不不便便ででもも豊豊かか

なな自自然然のの中中ででのの子子育育ててやや自自給給自自

足足のの生生活活をを求求めめてて移移住住ししてて来来るる

方方がが増増加加すするる傾傾向向ににあありりまますす。。  

○○ままちちななかかにに人人口口をを集集約約ささせせ、、効効

率率的的なな行行政政ササーービビススのの提提供供とと、、

ままちちのの顔顔ととししててのの賑賑わわいいのの創創出出

をを図図りりまますす。。 

・新規居住地の整備 

・生活基盤施設の改善 

・子育て支援の向上 

・地域コミュニティーの創出 

 

○○良良好好なな自自然然やや農農地地がが残残さされれてていい

るる郊郊外外でではは、、周周囲囲のの環環境境とと調調和和

ししたた持持続続可可能能なな生生活活環環境境づづくくりり

をを進進めめまますす。。  

・・居居住住ののルルーールルづづくくりり  

・・既既存存のの住住宅宅スストトッッククのの活活用用  

・・自自然然環環境境やや景景観観をを大大切切ににすするる

地地域域教教育育のの推推進進  

減少の流れ 

増加の流れ 

将来人口の具体的な展開イメージ 

全全ててのの世世代代でで

増増加加傾傾向向  
(15-24歳を除く)

全全ててのの世世代代でで

増増加加傾傾向向  
(15-24歳を除く)

2200 代代、、3300 代代でで

やややや増増加加傾傾向向  

2200 代代、、3300 代代でで

増増加加傾傾向向  

若若いい世世代代ををははじじ

めめ、、ほほととんんどどのの

世世代代でで減減少少傾傾向向

【【ままちちななかか】】
新新たたなな居居住住者者のの

積積極極的的なな受受けけ入入

れれ、、多多世世代代がが快快

適適にに暮暮ららせせるるたた

めめのの優優先先的的なな生生

活活環環境境整整備備  

【【田田園園】】  
農農業業をを大大切切ににしし

てて、、周周囲囲のの環環境境

とと調調和和をを図図るるルル

ーールルののももととにに計計

画画的的なな居居住住のの受受

けけ入入れれ  

【【山山麓麓】】  
既既存存のの良良好好なな住住

環環境境をを保保持持すするる

ルルーールルののももととにに

計計画画的的なな居居住住のの

受受けけ入入れれ 

【【山山地地】】  
豊豊かかなな自自然然ののなな

かかででのの暮暮ららししをを

求求めめるる人人のの受受けけ

入入れれ  

現在の人口動態の概念図 

将来目指す人口展開の概念図 
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高
齢
社
会
へ
の
対
応 

子
育
て
世
代
の
定
着

若
い
世
代
の
定
着

  

暮らす人達の姿を見据えて描くまちづくり戦略 

交
流
人
口
の
拡
大  

次次次世世世代代代定定定着着着ののの準準準備備備   
・・・地地地域域域ににに根根根ざざざしししたたた産産産業業業創創創出出出   

・・・働働働くくく場場場ののの確確確保保保   

・・・子子子育育育ててて支支支援援援ののの充充充実実実   

来来来訪訪訪者者者向向向けけけののの   

魅魅魅力力力づづづくくくりりりととと周周周知知知   
・・・美美美しししいいい景景景観観観、、、地地地域域域のののいいいいいい   

とととここころろろののの活活活用用用   

暮暮暮らららしししののの場場場所所所ををを   

みみみんんんなななででで考考考えええるるる   
・・・現現現在在在ののの住住住みみみやややすすすさささののの継継継承承承   

・・・新新新規規規居居居住住住者者者ののの受受受けけけ入入入れれれ場場場所所所   

ののの確確確保保保   

・・・地地地域域域協協協働働働のののしししくくくみみみづづづくくくりりり   

   

元元元気気気ななな高高高齢齢齢社社社会会会へへへ   
自自自然然然資資資源源源ををを活活活かかかしししててて………   

・・・地地地域域域づづづくくくりりり活活活動動動ののの推推推進進進   

・・・健健健康康康ななな暮暮暮らららしししののの創創創出出出   

来来来訪訪訪者者者ののの増増増加加加   
・・・地地地域域域とととののの交交交流流流機機機会会会ののの提提提供供供   

・・・滞滞滞在在在・・・消消消費費費ののの仕仕仕掛掛掛けけけづづづくくくりりり

若若若いいい世世世代代代ののの増増増加加加   
・・・新新新たたたなななコココミミミュュュニニニテテティィィーーーののの創創創出出出

・・・産産産業業業ののの定定定着着着、、、安安安定定定しししたたた雇雇雇用用用   

・・・出出出生生生率率率ののの向向向上上上   
   

子育て世代を呼び込む

Ｉ・Ｊ・Ｕター

ン者の受け皿と

なる居住・雇用

環境の整備 

就職・就農の場のある町へ

（いいところを活かして）

池田のいいところを次世

代に伝え、外部にも周知

地域のいいところを育て

る取り組みを展開 

現現在在      現在の流れを無理に抑制しない      若い世代を徐々に増やしていく       

今の池田に魅力を感じて

来る年輩者の受け入れ
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      まちの担い手が育つ    ２２００年年後後  

他他他のののまままちちちととと交交交流流流ががが   

   盛盛盛んんんなななまままちちち   

   

次次次世世世代代代ののの定定定着着着   

次次次世世世代代代ののの育育育つつつまままちちち   

   

池田町の魅力に

ひかれる新たな

若い世代の取り

込み 

地域全体で産業・福

祉・教育を支えていく 

リフォームやニ

世帯住宅への建

替えなどによる

住み替え 

後継者のいな

い家や空き家

など資産問題

への対応 

若い世代と年輩の

世代の交流 

世世世代代代交交交流流流ががが   

   上上上手手手いいいまままちちち 

若い世代 

年輩世代 

来訪者 

＜主な人の流れ＞

 

 
来訪者がさらに滞在

して楽しめる観光の

しくみをつくる 
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池田町のいいところを活かし、美しさをじっくり巡り、体験・体
感して満喫できるしくみをつくります！ 

地産地消を核として地域に根ざした産業を育て、地域雇用を

生み出す産業の創出を目指します！ 

多様化する居住環境に対するニーズに応えるため、様々な居

住の選択肢を提供し、良好な居住環境の形成を図ります！ 

快快適適居居住住創創出出ププロロジジェェククトトととはは？？  

産産業業雇雇用用創創出出ププロロジジェェククトトととはは？？  

美美ししいいままちちじじっっくくりり満満喫喫ププロロジジェェククトトととはは？？  

○安全、安心で利便性を求める若い世代、子育て世代をまちなかに 

○高齢化の想定されるまちなかでは、便利で安心できる生活環境の整備を推進 

○豊かな自然の中での暮らしを求める若者や子育て世代には、新規就農、新た

な生活を送ることのできる場を提供   

○定年後のゆとりある田舎暮らしを望む方は、里山へ（ただし、より計画的に）

○商工業の発展に関しては、可能な限り町内の資源を有効に活かした循環型産

業の立地を目指すとともに、生活環境、営農環境と調和した産業創出を図り

ます。 

○良好な田園の環境を生産の資源としても活かす観点から、豊かな水田や転作

田を有効に活かし、町一大農場の取り組みを進めます。 

○山麓のブドウ等の果樹栽培（遊休桑園の有効利用）を進め、町内での観光産

業の振興や関連産業の立地の促進、進出を進めます。

○池田町の誇る美しい景観、「美しい日本の歩きたくなる道 500 選」に選ばれ

た立地条件を活かし、町内でゆったりとした時間を過ごせる滞在型観光を推進

し、町の商業の振興を図ります。 

 ○町内を回遊できる楽しみをつくりだすための基盤整備を進めます。 
  とくに、ハーブセンター、クラフトパークなど町内で観光拠点として活かし切れ

ていない印象の強い施設の運営を見直し、町のくつろぎの拠点あるいはサイクリ

ング、ウォーキング等の移動の拠点となるような施設利用、再整備を進めます。 

○豊科Ｉ.Ｃ.から最も近い山あいの環境である東山一帯を、本格的なグリーンツ

ーリズムや森林セラピー等の拠点となるような活用を進めます。 
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0  500 1000  2000m 

第第４４地地域域 

【山村集落エリア】
 

広津地域・陸郷地域 

第第３３地地域域 

【南部田園集落エリア】 
 

滝沢・滝の台・林中・渋田見 

内鎌・和合・十日市場・鵜山 

高瀬橋南・南台・中之郷 

第第１１地地域域 

【中心市街地エリア】 
 

豊町・一丁目・吾妻町・東町 

二丁目・三丁目・四丁目 

五丁目 

第第２２地地域域  
【北部田園集落エリア】 

 

堀之内・正科・中島・半在家 

千本木台・花見・相道寺 

Ｎ
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いいいいととこころろ活活かかすす「「守守りりのの計計画画」」 

Ｎ

土土地地利利用用計計画画ゾゾーーニニンンググ図図  

（（面面のの計計画画））  

良好な森林を保全しながら、レ

クリエーションの場としての

機能を高めていくゾーン。 

持続可能な営農環境を整備

し、生産基盤としての機能

を高めるとともに良好な景

観や生態系の機能を維持し

ていくゾーン。 

森林等の自然資源の保全と

有効活用を図り、人と自然

の融和した山村の暮らしを

持続していくゾーン。 

北アルプスの山並みや田園

風景を望む良好な生活環境

を保全していくゾーン。ま

たブドウ栽培等、土地条件

に適した農業の展開を図っ

ていくゾーン。 

○○森森林林のの多多面面的的なな活活用用をを進進

めめ、、良良好好なな森森林林環環境境をを維維

持持ししまますす。。 

 

○○面面ととししててのの農農地地のの広広ががりり

をを保保全全しし、、美美ししいい田田園園風風

景景をを維維持持ししまますす。。 

  

○○岡岡堰堰やや前前川川等等、、連連続続すするる

水水辺辺空空間間をを保保全全ししまますす。。 

○○良良好好なな自自然然やや景景観観をを大大切切

にに、、安安心心ししてて心心地地よよくく暮暮

ららせせるる居居住住環環境境をを維維持持しし

まますす。。 

 

○○様様々々なな居居住住のの選選択択肢肢ののああ

るるままちちをを目目指指ししまますす。。 
・・ままちちななかか：：利利便便性性・・市市街街地地機機能能集集積積  

・・田田園園集集落落：：営営農農環環境境  

・・里里山山（（山山麓麓））：：眺眺望望享享受受・・郊郊外外居居住住  

・・山山村村集集落落：：自自然然ととのの共共生生 

○○生生産産基基盤盤ととししてて圃圃場場整整備備

さされれたた優優良良農農地地をを保保全全しし

まますす。。 

 
○○宅宅地地やや商商工工業業施施設設はは適適切切

ななエエリリアアへへ誘誘導導しし、、自自然然

環環境境やや営営農農環環境境をを保保全全しし

まますす。。 

利便性を活かし、農地と

調和のとれた住環境整

備を図っていくゾーン。

また畑地作物栽培の拠

点として水田からの転

作を図っていくゾーン。

集積する公共施設、商業

機能や歴史・文化的資源

を活かした空間整備を

進め、交流と賑わいの拠

点として、居住の集約を

図っていくゾーン。

防災機能を高めるとと

もに、河川空間の有効活

用を図っていくゾーン。

森森林林ﾚﾚｸｸﾘﾘｴｴｰーｼｼｮｮﾝﾝゾゾーーンン

ままちちななかかゾゾーーンン  

山山村村集集落落ゾゾーーンン  

里里山山ゾゾーーンン  

田田園園ゾゾーーンン  

緑緑農農生生活活ゾゾーーンン

水水辺辺ふふれれああいいゾゾーーンン

工業団地を中心にした

既存産業の充実と、ハー

ブセンターや工業高校

等を機軸に地域と連携

した新たな産業の創出

を図っていくゾーン。

産産業業振振興興ゾゾーーンン  
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＜大切にしたい４つのポイント＞ 

① 今後整備される市街地はできるだけ、まちなかゾーンに集約することを基本と

します。 
 
② 一方で、良好な眺望を享受できる環境を好まれて居住される方も増えています。

できるかぎり既存の集落や宅地に近づけて整備して、道路や下水道整備の非効率

化を避け、景観や環境に配慮するようなルールの拡充を図ります。 
 

 
 
 
 

③ 池田町の美しい田園をはじめとする優良な農地を保全し、地産地消の基盤を確

保します。そのために、農業振興策の充実も合わせて進めます。 
 
④ 町内にたくさんある花の名所や歴史・文化を伝えるいいところを含む森林や田

園集落の広がる環境を保持し、継承していきます。 
 

  ＜長期的な実現方針＞ 

池田町では現段階で急激な人口増加はなく、外部からの過度な開発圧が及んでいるわけ

ではありません。農用地区域が集落の際まで比較的厳密に設定されています。 
また、水田農業も集落営農の推進、担い手への集約などここ２～３年は転換期であると

考えられます。この点をふまえ、徐々に制度やしくみをつくりあげていくこととします。 

「「守守りりのの計計画画」」のの実実現現にに向向けけてて 

＜現在＞ 

自然保護等指導基準要綱 

景観形成住民協定（４地区） 

＜今後＞ 

景観形成住民協定の締結促進 

住民主体のまちづくり支援 

地区計画の導入 等 

既 存 制 度 の 活
用・見直し等に
よりゾーニング
実現へ 

まちづくり
条例導入 

効果や課題、社会情勢をみながら別
途の制度などを検討

なお、詳細は本書 39 ページをご覧下さい 

池池田田町町のの大大切切なな「「いいいいととこころろ」」をを保保全全・・継継承承ししてていいくくたためめ、、段段階階的的にに方方策策

をを講講じじてていいききまますす。。市市街街地地のの無無秩秩序序なな拡拡散散はは防防ぎぎ、、無無駄駄のの少少なないい都都市市のの基基盤盤

づづくくりりをを進進めめまますす。。  
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2km10

高
瀬
川

前
川

岡
堰

アルプス広場

大峰高原

あづみの広場

池田工業高校

福祉会館

多目的研修センター

池田小学校

役場

会染小学校

高瀬中学校

総合福祉センター

安曇養護学校

クラフトパーク

ハーブセンター

構想道路

Ｎ

 

 

 

陸郷の桜 

１-②

２-①

２-①

２-②

２-③

３-①

３-①

３-① 

３-①

３-③

３-②

３-③

３-②

 

３-④

さらに拠点をつなぐ散策

ルート（ウォーキングル

ート、サイクリングルー

ト等）を既存施設を活か

しながら確保し、相互に

つなぐしかけを構築。 

夢の郷公園一帯

２-③

２-③

ままちちづづくくりりのの拠拠点点等等のの創創出出計計画画  

（（主主なな拠拠点点計計画画）） 

元元気気とと魅魅力力ををつつくくるる「「攻攻めめのの計計画画」」 

１-①

○○地地域域資資源源をを活活かかししたた、、雇雇用用をを

生生みみ出出すす産産業業拠拠点点のの創創出出をを

図図りりまますす。。 
 
２-①：ブドウ等の果樹栽培を中心

に産業振興 
 

２-②：畑地作物への転作を図り、
集約的な作物生産を推進 
 

２-③：既存工業地に隣接した箇所
で新規産業誘致の候補地 

   （食品加工、資源循環等） 

 

○○修修景景、、施施設設のの再再生生とと利利活活用用のの

ししくくみみのの構構築築でで来来訪訪者者にに楽楽

ししみみをを提提供供ししまますす。。 
 
３-①：地域と一体の施設の利活用

推進、リフレッシュ 等 
 
３-②：桜やハーブなど花による沿

道等への彩りの演出 
 
３-③：河川沿道の修景等による休

息、安らぎの機能の向上 
 
３-④：まちなかの小径、歴史的資

源の案内、休憩スポット整
備、歩いて楽しむための拠
点機能の確保 等 

○○高高齢齢化化対対策策ととししてて若若年年層層のの

定定着着にに向向けけたた新新たたなな居居住住拠拠

点点のの創創出出をを図図りりまますす。。 
 
１-①：まちなか居住の再生（若い

世代の定住促進、高齢化の
進行・空き家の増加への対
策、職住近接化の推進） 
小規模な区画整理等によ
るまちなみの再編 等 

 
１-②：構想道路の整備と一体的な

新規宅地整備の対象地 

 

美しい日本の歩きたくなるみち500選

計画ゾーニング 凡例

森林ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝゾーン
山村集落ゾーン
まちなかゾーン
産業振興ゾーン
里山ゾーン
田園ゾーン
緑農生活ゾーン
水辺ふれあいゾーン

３-②
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ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト  

快快
適適
居居
住住
創創
出出 

住宅ストックの
把握、全町的な活
用方策の具体化 

  

ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト  

  

産産
業業
雇雇
用用
創創
出出  

地元生産品を活かした産業振興の検討 
産業誘致の推進（２―③：候補地への誘
導・誘致） 

果樹栽培（２―①）、転
作作物生産（２－②）の
推進 

まちかなゾーンへ
の職住近接型の新
規産業（福祉・医療）
の誘致を研究・推進
（１－①、２―③） 

小規模な区画整理等による
まちなみの再編（１―①） 

ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト  

美美
しし
いい
まま
ちち
じじ
っっ
くく
りり
満満
喫喫  

徒歩、サイクリン
グで楽しめるま
ちづくりの研究 

スローな移動システム
の構築（停車拠点・周遊
ルート整備） 

ゆったり滞在型
観光のまちへ 

販売・活用戦略 

山村体験、森林セラピー、グリーンツーリーズムの実践・拡充 

宿泊・体験型観光 

新規居住者
の増加へ 

森林資源の利用を促進 
循環型産業の創出 

新規の居住（主に若い世代）をまちなか
及び周辺へ誘導・集約します（１－①） 

観光とも連
携した地元
消費、産業
振興へ 

空き家の利活用・町内の宅地資産の有効利用 

「「攻攻めめのの計計画画」」のの実実現現にに向向けけてて 

構想道路整備に合わせた 
新規居住地整備（１－②）

雇用確保 

快適な居住
空間の創出 

まちなかの環境整備 
（３―④） 

まちなか観光
の充実 

快快適適なな居居住住環環境境、、地地域域のの産産業業・・雇雇用用のの創創出出、、美美ししささをを活活かかししたた観観光光振振興興のの

３３つつのの重重点点的的なな取取りり組組みみをを段段階階をを追追っってて戦戦略略的的にに進進めめてていいききまますす。。  

もてなし・ソ
フトの拡充 

花の拠点づくり、修景事業
の推進（３―②・③） 

ハーブセンター、クラフトパーク等
の運営見直し、施設改善（３―①） 

南部の田園や里山への居住志向の受入（計画的に宅地を誘導） 
山村で自然と共生した居住志向の受入（既存コミュニティーとの共存） 

雇用創出 

地域産業
の育成 
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【【基基本本方方針針】】  
～～人人ににややささししいい、、多多世世代代交交流流のの地地域域づづくくりり～～  

【【暮暮ららししのの目目標標】】  
・・「「便便利利とと安安心心」」のの整整っったた歩歩いいてて暮暮ららせせるるままちち  

【【産産業業のの目目標標】】  
・・地地域域のの暮暮ららししにに密密着着ししたた産産業業のの育育成成  

Ｎ 

１-Ｂ

２-Ａ

２-Ｄ

２-Ｃ

３-Ｂ

▲八幡神社の役居門(薬医門)

▲宇佐八幡宮 

▲金の鈴会館前の直売所 

▲旧林泉寺稲荷社

▲浄念寺の梵鐘 

第１地域 まちづくり構想図

～まちなかゾーンへの居住誘導～ 

１-Ｂ

１-Ｂ

１-Ｂ

１-Ｂ
１-Ｂ

３-Ｂ

３-Ａ
１-Ａ
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○市街地のまちおこし活動の母体形成 

・住民参画による市街地再生計画の検討 

・まちなみ形成に向けての基準(建物の色合い、

大きさ、高さ等)づくり 

 

○生活に密着した施設の整備・改修 

・子育て世代の発案による使いやすい公園づく

りの検討 

・地域協働による身近な公園等の管理 

・歩道のバリアフリー対策 

 

○高齢者居住への対応 

・三世代親子のふれあい機会の創出 

・一人暮らしの生活状態の把握 

・医療産業誘致の研究 

 

○不動産管理のしくみづくり 

・低未利用の土地や空き家等の状況把握 

・新規居住者への情報提供 

 

○生活利便性の向上 

・利用ニーズに合ったバスルートの検討 

・地域協働による除雪体制の推進 

○優良農地の保全・活用 

・池田町水田農業ビジョンによる水田の大規模

集約化の促進 

・遊休農地の解消により農地の有効活用を図る

・有機・減農薬米の推進 

 

○地元農産物の販路拡大 

・直売所の組織化等の検討 

 

○地域の風土に適した特産品づくり 

・昔ながらの地域産品の掘り起しと普及 

 

○産業誘致の検討 

・農産物加工所等の検討 

○まちなかの活かせる資産・資源の再点検 

・「いいとこマップ」を使った街歩きの実施 

・公園、広場など生活施設の整備や再生に対す

る住民アイディアの収集 

・車をとめて歩かせる拠点の明確化（農村広場、

商店街のミニ駐車場等） 

・探勝ルートのマップづくり、わかりやすい案

内板整備 

・歴史的な史跡の保存 
 
○癒しや安らぎを与える施設整備・改修 

 

○美しい沿道景観の創出 

・地域協働による高瀬川大橋からまちなかまで

の花による修景 

・各戸での花づくり推進 
 
○地域が主体になって進める環境整備 

・地区のシルバー会(老人クラブ)、青壮年の会

等主体の花づくり 

・隣近所が協力し合う草取り活動 
 
○まちなかの賑わいを伝える機会の創出 

・八幡神社祭典のＰＲ（舟、舞台のパンフレッ

ト作成） 

１１．．快快適適居居住住創創出出ププロロジジェェククトト 
 

１-Ａ．まちなかの再整備 
・安全で、生活利便性の高い道路の整備・改善 

・身近に行ける公園、広場の整備・改善 

・空き家等の有効的な不動産管理システムの構築 

・小規模な区画整理等による生活基盤の改善 

 

１-Ｂ．新規居住の誘導 
 

・多様なニーズに応えるまちなかの居住地整備（眺望景観型

住居、ゆとりある田園ライフの居住地、職住近接型住居、

新規就農者向け住宅 等） 
・高瀬川対岸へ通じる構想道路と一体的な新規居住エリアの

創出（新規の若手就農者向けの宅地整備、菜園付きのゆと
りある居住地の確保） 

２２．．産産業業雇雇用用創創出出ププロロジジェェククトト 
 

２-Ａ．優良農地の保全 
・水田農業の大規模集約化  

・農業振興策との連携 

 

２-Ｂ．拠点施設での農産物の直売 
・総合福祉センター、町役場周辺、福祉会館等 

 

２-Ｃ．生産性の高い畑地作物への転作促進 
・畑地作物の転作を促進し、集約的な作物生産を図る 

 

２-Ｄ．地域産業の創出、企業誘致の推進（雇用確保） 
 

・既存の工業団地内の低・未利用地へ誘致 

・高齢社会を見据えた医療・介護系産業の誘致研究 

・高齢者が活躍できる産業創出（地元産品の加工所等） 

３．美美ししいいままちちじじっっくくりり満満喫喫ププロロジジェェククトト  
 

３-Ａ．まちなかを巡る魅力の創出  
・人々が交流できる公園・広場等の整備 

・回遊して楽しめる歩行空間の創出 

・まちなかを流れる水路の再生（復元） 

・歴史的・文化的資源周辺の修景・活用 

・車を停めて歩かせる拠点整備（農村広場の改修等）  

 

３-Ｂ．美しい沿道景観の創出  
・花とハーブによる沿道修景 

・沿道景観の向上（屋外広告物等の規制、沿道緑化の推進等） 
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現現  在在 

将将  来来 

現在のまちなかの構造（概念図） 

高
瀬
川 

高
瀬
川 

本計画では、公共・公益施設、商業及び業務店舗等

多くの都市的施設が集積し、人口の密集する「まち

なかゾーン」をまちの顔として位置づけ、人口の集

約化を図っていく方針です。そのために必要な住環

境整備や都市基盤施設整備のより詳細な展開を以下

に示します（26～29 ﾍﾟｰｼﾞ）。 

住宅地が密集するエリア 

動線を阻害する交差点形態

（県道を東西方向で横断し

にくい環境が連続） 

花などによる沿道や拠点 

施設の周辺の修景 

小規模単位の区画整理 

新規居住誘導エリア 

歩行空間の整備・改善 

（回遊できる動線整備） 

動線の整備・改善 

（東西動線の円滑化） 

郊外あるいは町外へ流出 

する人口の流れ 

身近に行ける公園整備 

町内外からの引き込む 

居住誘導の流れ 

公共施設の集積するエリア 

公園・広場等 

空き店舗、住居併用空き 

店舗からなる商業エリア 

まちなか再生のための取り組み（概念図） 
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【【基基本本方方針針】】～～若若いい世世代代がが集集いい、、地地域域にに根根ざざししたた商商業業でで賑賑わわいいをを呼呼ぶぶままちちななかか再再生生～～  

将将  来来    生生活活のの利利便便性性とと池池田田のの歴歴史史とと文文化化のの味味わわいいををゆゆっったたりり歩歩いいてて楽楽ししめめるる

魅魅力力をを合合わわせせももつつままちちななかかへへのの再再生生をを目目指指ししまますす。。 

 

現現  在在    自自動動車車社社会会へへのの対対応応がが遅遅れれ、、郊郊外外ああるるいいはは町町外外にに居居住住やや買買いい物物場場所所がが移移

りり、、ままちちななかかのの魅魅力力とと機機能能がが低低下下ししてていいまますす。。  

・既存の住宅は密集し、建

築年数の古い建物が多い 

 

・町内では地価が高い 

 

・コミュニティーの煩わし

さを感じる人もいる 

 

・身近に子供を遊ばせる場

所が少ない 

 

・働ける場所が少ない 

 

【【歩歩いいてて楽楽ししめめるる  

空空間間づづくくりり】】
 

①既存道路の整備・改善 
・東西幹線動線の円滑化 

・Ｔ字路、クランクの解消 

・歩道の設置 

 

②歩いて楽しめるみちの

整備 
・歴史・文化・史跡を巡るウ

ォーキングコースの整備 

・花などによる沿道修景 

・自然とふれあえる水路整備

 

③街路事業による新規道

路の整備 
・快適な歩行空間の創出 

【【生生活活者者のの視視点点にに  

立立っったた住住環環境境整整備備】】 
 

①まちの辺縁部にまとま

った居住エリア 
・新規コミュニティーの創出 

・職住一体の宅地化 

・税制優遇 
 

②子育て支援の充実 
・安全な通学路整備 

・出産、子育て補助金交付 

 

③都市基盤の整備 
・身近に行ける公園・広場の

整備（池田鉄道跡地の活用、

墓地周辺等） 

・段階的な小規模区画整理 

 

【【地地域域にに密密着着ししたた  

商商業業のの展展開開】】
 
①現状に基づく戦略立案 

・実態把握（空き店舗の状況、

消費者ニーズ、所有者の意向

把握） 

・商業者の体制構築、目標設定

 
②戦略的な商品開発 

・地域文化や技術を活かした商

品開発 

・食と健康の融合 

・地元産品のブランド化 
 
③来訪者への対応 

・池田ならではの魅力提供 

・玄人好みの味で人を呼ぶ工夫

・交流・文化の場づくり 

・ファンづくり 

・東西動線を阻害する形態

の交差点が多い 

 

・県道東側から高瀬川大橋

へのアクセスが悪い 

 

・水路が暗渠で水辺と触れ

あえない 

 

・開渠の水路が危ない 

 

・まちの拠点となる公共施

設が集積 

・飲食料品以外はほとんど

が町外依存 

 

・駐車場の不足、顧客ニー

ズへの対応の遅れ、店舗

の老朽化、後継者不足等

既存店舗の魅力の低下 

 

・店舗併用住宅が多く、空

き店舗の活用はすぐには

進めにくい 
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～まちなかの水路再生～ 

(イメージ) 

～池田鉄道駅舎跡地の活用～ 

(イメージ) 

～まちなかの蔵の活用～ 

(イメージ) 

③③「「職職住住近近接接型型住住居居」」 

東西方向の道路整備

により、パノラマ道路へ

のアクセスを強化。近隣

市町村への通勤者向け

の居住地へ。 

④④「「新新規規就就農農者者向向けけ住住宅宅」」  

良好な農地に近い立

地を活かし、新規就農者

向けの住宅地へ。 

①①「「眺眺望望景景観観型型住住居居」」  

対岸の良好な眺望を楽し

みながら快適に過ごすこと

のできる居住地へ。 

池田町の中心部は密集市街地であり、その整備には、様々な調整や合意

が必要となり、多くの費用や時間を要します。このため、長期的な市街地

整備の構想を現段階からもちながら、地域の意向をききながら必要な調査

等を実施し、徐々に計画立案、合意形成へと進めていく考えです。

花などによる沿道や拠点 

施設の周辺の修景 

身近に行ける公園整備 

新規居住誘導候補地 

②②「「ゆゆととりりああるる田田園園ラライイフフ

のの居居住住地地」」 

  菜園等の付いた高質

な田園居住地へ。 

～まちなかの小路整備～ 

(イメージ) 

まちなか再生構想図

※この図は 20 年後に向けての

構想であり、実現には現在の

法規制、都市計画等について

本書 39 ﾍﾟｰｼﾞのような長期的

な検討・調整・手続きを経る

必要があります。 

※この図に示された「新規居住

誘導候補地」は、現状におい

て、土地利用に関わる規制緩

和を図るエリアではありま

せん。個別の開発について

は、お問い合わせください。

小規模単位の区画整理

事業候補地 
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Step.２ 賑わい再生 ～地元ならでは消費のしくみづくり～ 

 

・生活者のニーズに応える商業の再興（若い世代、高齢世代） 

・歴史を伝える散歩道等と地域協働で進めるまちなかの環境づくり 

・地域資源を活かした「歩いて・見て・食べて・楽しめる」空間づくり 

 

 ●歩行者がまちなかを心地よく回
遊できる動線整備 

 
・水路を活かした動線整備 
・神社や蔵など、歴史的・文化的資

源をつなぐ動線整備 
・公共施設を結ぶ安全な歩行空間の

確保 
・拠点施設周辺のバリアフリー化 
・子育て世代のニーズに応える道路

整備（安全な通学路の確保等） 

Step.３ 新たな魅力の創出 ～小規模な区画整理～ 

 

・憩い空間（ポケットパーク等）や駐車スペー 

スの創出 
・まちなか中心部への新たな居住空間の創出 
・店舗共同化による地域一体となった魅力再生 
・外からも人を呼べる消費のしくみづくり 
・玄人好みの商業、オリジナルな味づくり 
 

●地域と協働で進める商業 
・徹底した地元食材の提供 
・地元の高校生の活動などのタイア

ップした商業の企画 
・空き店舗や古くから残る蔵を活用

した販売戦略 
・特産品の魅力づくり 

●緑・広場の拠点整備 
・農村広場の拠点性の向上 
（駐車場、休憩場所、情報案内） 
・墓地、池田鉄道跡地などの公園化
・住民参加による公園整備 
（子育て世代のニーズを活かして）

Step.1 人を増やす ～まちなかへの新規居住の誘導～ 
 

・まちなかの辺縁部に新しいコミュニティーの創出 

・ゆとりある戸建て住宅を建設し、新規就農者の居住を促進 

・まちなかの後継ぎ世代の定着化 

・移動しにくい環境を改善する動線整備 

・市街地の辺縁部に既存のコミュニティーとは独立した宅地エリアの設定 

・産業誘致・新規就農等、当面重要な取り組みとも連携 

・新しいコミュニティーの若い世代と高齢世代との交流機会の創出 

ままちちななかかにに新新規規のの居居住住者者をを積積極極的的にに誘誘導導しし、、地地域域にに根根ざざししたた商商業業にによよりり賑賑わわいいをを

生生みみ出出しし、、段段階階的的ににままちちななかかのの再再生生にに取取りり組組んんででいいききまますす。。  

～小規模区画整理のイメージ～ 

ｺﾐｭﾆﾃｨｰ

施設 

公園 
（広場）

直売所

住 

宅 

駐
車
場 

共
同
店
舗 

住宅

 店 舗 

空き家 

交流の拠点  
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１-Ａ

３-Ｂ

２-Ａ

２-Ｃ

１-Ｂ

３-Ａ 

３-Ｃ

２-Ｂ 

▲花見のホタル水路

▲ﾀｰｹﾞｯﾄﾊﾞｰﾄﾞｺﾞﾙﾌ場

▲景観形成住民協定地区(半在家地区）

▲岡堰沿いを彩るレンギョウ 

【【基基本本方方針針】】  
～～自自然然とと出出会会いい、、ふふれれああうう地地域域づづくくりり～～  

【【暮暮ららししのの目目標標】】  
・・自自然然ととととももににののんんびびりりゆゆっったたりりととししたた暮暮ららしし  

【【産産業業のの目目標標】】  
・・池池田田のの食食をを支支ええるる優優良良農農地地のの保保全全とと活活用用  

～岡堰沿い遊歩道の花による修景～ 

（イメージ） 

▲東山山麓のアカマツ林

▲山麓の道沿いを彩る花々

第２地域 まちづくり構想図

 

～圃場整備された田園～ ～山麓部の住宅地～ 

景観形成住民協定地区 

農地（水田） 宅地 山林 

まとまりのあ

る優良農地の

保全 

森林の活用 

眺望の確保 

身近な農地と古

くからの集落が

一体となった現

況の保全 

～第２地域の土地利用形態～ 

Ｎ 
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１１．．快快適適居居住住創創出出ププロロジジェェククトト 
 

１-Ａ．良好な居住環境の維持・保全 
   

・景観形成住民協定地区の北部方面への拡充 

・宅地化による無秩序な拡大抑制 

・周囲の景観と調和のとれた住まいの基準づくり 

・景観に配慮した居住環境整備（緑化推進） 

・山麓部集落における山地災害対策の充実 

 

１-Ｂ．古くから続く土地利用形態の保全 

 

・地形特性に応じて成立してきた平坦部の農地、小高い区

域の集落、森林の組み合わせからなる土地利用を持続し、

良好な居住環境を維持 

２２．．産産業業雇雇用用創創出出ププロロジジェェククトト 
 

２-Ａ．水田を中心とした農業の保全・営農環境の改善
     

・水田農業の大規模集約化の促進  

・土地利用保全に対応できる農業振興策 

 

２-Ｂ．地域産業の創出、企業誘致の推進 

（雇用確保） 
     

・環境保全の面から既存の工場に隣接する区域を候補  

・食品加工産業等の農地の多い条件に適した産業を誘致  

・発生する有機資源の利活用の促進 

 

２-Ｃ．東山山地の森林資源を活かした産業創出 
     

・森林資源の利用を兼ねた管理の推進 等 

３．美美ししいいままちちじじっっくくりり満満喫喫ププロロジジェェククトト  

  
３-Ａ．美しい沿道景観の創出  

・花、ハーブによる沿道修景 

・北の玄関口としての整備 

 

３-Ｂ．岡堰が繋ぐ散策路 

ホタル水路へのみちの整備 

 

３-Ｃ．花修景による地域単位の見どころづくり 
・地区ごとに異なる花で楽しませる工夫 

・高巾など集落付近の特有な地形への緑化 

・住民主体の活動による花木植栽  等 

  

○東山山麓を中心とした地域づくり母体形成へ

の展開 
・集落で共有できる学習機会の創出 
・若い世代の地域づくりへの関わり方、しくみ

の検討 
 
 
○新規居住への対応 

・北部地域への居住受け入れ体制の検討 

・景観形成住民協定等のルールづくり 

 

 

○居住環境の魅力を高める空間整備 
・景観に配慮した居住環境の整備(緑化推進) 
 
 

○生活基盤施設の整備 
・主要道路の補修整備 
 

 

○農業生産基盤の維持・確保 
・池田町水田農業ビジョンによる水田の大規模

集約化 
・新規就農者への支援のしくみづくり 
・農地の有効活用により遊休農地の解消を図る

 

○安心、安全の農産物の提供 
・有機・減農薬米の推進 
 
○地元産品の販売・消費のしくみづくり 
・地産品の消費を促すしくみづくり 
・町内や隣村の店舗に地産地消コーナーの展開

 
○産業誘致の検討 
・特産品(ブドウ等)の加工関連企業の誘致検討

○花やハーブによる美しい地域づくり 
・地域協働による花、ハーブによる沿道修景 
・住民主体の活動による花木植栽 
・集落全体で花づくりの推進 

・集落センターを中心にした花壇づくり 
・地区ごとに特色ある花で楽しませる工夫 

・休耕田を花畑にした見どころづくり 
 
○水・緑・山・花の景色めぐりコースの見どこ

ろ整備(岡堰周辺の整備)  
・岡堰のＵ字溝水路に水生動植物が棲める工夫

・ホタルの暮らせる地域づくり 
・地域協働による高巾など集落付近の特有な地

形への緑化 

・道沿いにスケッチ(絵描き)スポットの整備 
 

○個人や集落単位の環境整備 

・田んぼの畦草刈り 

・家の周囲のゴミや不要なものの処理 
 
○外部への情報提供 
・美しい景観の情報発信(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの活用) 

・「美しい日本の歩きたくなるみち 500 選」のみ

ちのＰＲ 
 
○コモンズ支援事業への参画
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１-Ｃ 

１-Ｂ

１-Ａ

３-Ａ

３-Ｂ

３-Ａ

２-Ｂ

２-Ｄ

２-Ｃ 

３-Ｂ

２-Ａ

２-Ａ

 

 

【【基基本本方方針針】】  
～～花花ととハハーーブブのの香香りりああふふれれるる地地域域づづくくりり～～  

【【暮暮ららししのの目目標標】】  
・・美美ししいい景景観観とと良良好好なな環環境境ををいいつつままででもも満満喫喫ででききるる暮暮ららしし  

【【産産業業のの目目標標】】  
・・資資源源をを活活かかししたた観観光光とと交交流流にによよるる産産業業創創出出  

▲長福寺の桜 

▲鵜山の桜並木

▼四柱神社の桜

▲前川

 ～高瀬橋からクラフトパーク 
   への花街道～（イメージ） 

～県道沿いの景観形成～ 
（イメージ） 

第３地域 まちづくり構想図

▲道の駅のラベンダー畑

高瀬川第２緑地

（あづみ野広場）

高瀬浄水園

ハーブセンター

安曇養護学校

眺 望 

眺眺めめるる・・見見るる  

起点 

交交流流すするる  

歴 史 

知知るる・・学学ぶぶ 

眺 望 

眺眺めめるる・・見見るる  

触触れれ合合うう  

自 然 

ルート③（赤色）：約 6.1km 

ルート⑤（青色）：約 5.7km 

眺 望

眺眺めめるる・・見見るる

八幡神社 

滝ノ台 

前川

川会神社 クラフトパーク 

▲スケッチポイント

～サイクリングコースイメージ～ 

Ｎ 
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３．美美ししいいままちちじじっっくくりり満満喫喫ププロロジジェェククトト  
 
３-Ａ．味と景色の拠点づくり 

・ハーブセンターの活性化 
 （地元産のおいしい食事の提供、地域めぐり 

の案内拠点機能、道の駅との連携） 
・ワイナリーの整備の誘致等による特産品の活用 
・情報案内、トイレや休憩拠点の補完 
・施設の改修等による機能強化、利活用促進 等 

 
３-Ｂ．美しい沿道景観の創出  

・花とハーブによる沿道修景 
・沿道景観の向上（屋外広告物との規制、沿道 

緑化の推進等）、来訪者向けの雰囲気づくり 
・スケッチポイントへの案内誘導 等 

 
３-Ｃ．ウォーキング、サイクリング利用推進     

・車を停めて移動できるしくみの構築 
・案内の拡充、既存施設への見どころの追加 
・運営体制の構築  
・場所ごとのお楽しみ情報の集積・発信 等 

１１．．快快適適居居住住創創出出ププロロジジェェククトト 
１-Ａ．協定による良好な居住環境の維持・保全 

・景観形成住民協定地区の拡充 
・宅地化による無秩序な拡大抑制 
・周囲の景観と調和のとれた住まいの基準づくり 
・景観に配慮した居住環境整備（緑化推進） 

 
１-Ｂ．集落景観に調和した建築物の整備 

・緑豊かな集落景観に調和した建築物の誘導 
 

１-Ｃ．新規居住の誘導 
・高瀬川対岸へ通じる構想道路と一体的な 

新規居住エリアの創出（新規の若手就農 
者向けの宅地整備、菜園付きのゆとりあ 
る居住地の確保） 

２２．．産産業業雇雇用用創創出出ププロロジジェェククトト 
２-Ａ．ブドウ栽培拠点の形成 

・ワインのブランド化 
・酒造等の地域産業との連携 

  
２-Ｂ．水田を中心とした農業の保全・営農環境の改善

    ・水田農業の大規模集約化の促進 
・土地利用保全に対応できる農業振興策 

 
２-Ｃ．生産性の高い畑地作物への転作促進 

・畑地作物の転作を促進し、集約的な生産を図る 
・大豆等を活かした新たな特産品づくり 

 

２-Ｄ．地域産業の創出、企業誘致の推進 
（雇用確保） 

・食品系企業の誘致 
・資源循環型産業の創出（循環型社会のシンボルとして） 

地域全体 

地域全体 

 

○地域づくり推進組織の検討 
・転入建築許可の段階での自治会加入の確約 
・若年層の地域づくりへの関わる機会の提供 
 

 

○集落景観に調和した建築物の整備 
・自治会単位で計画やルールの検討 
・緑豊かな集落景観に調和した建築物の誘導 
 
 
○新規居住需要への対応 
・東山山麓の廃屋の活用、都会の人への提供・

管理のしくみづくり 
 

○ブドウ栽培の定着化 
・ワインのブランド化 
 
○水田農業基盤の維持 

・池田町水田農業ビジョンによる水田農地の大

規模集約化 
 
○畑地作物への転作促進と特産品づくり 
・地元栽培品（味噌、パン、惣菜等）の加工所

設置の検討 
 
○地元農産物の販路拡大 
・ハーブセンター(道の駅)で地元の花、野菜、果

物の販売 
・特産品のＰＲ 
 

○農業への関心を高める農業体験の提供 
・安全な作物づくり 
・学校給食への導入 
 

○産業誘致の検討 

・特産品(ブドウ等)の加工関連施設の誘致検討

○既存施設の活用、利用促進の工夫 

・ハーブセンターで美味しい食事の提供 
・美術館の展示や利用の工夫 
・集落センターを休憩施設としての活用 
・空き家の活用検討 
 
○美しい沿道景観の創出 
・バス停、集落センター周辺の花壇づくり 
 

○ゆっくり楽しむ回遊コースの設定 
・利用ニーズに応じたコースの検討 
 （ウォーキング、サイクリング、スケッチ等）

・活動に応じた施設整備の検討 
・利用拠点(クラフトパーク等)や休憩地点の施

設整備 
・長期滞在のしかけやコースの研究 

 

○外部からの人を引き込む誘導のしくみ 
・地域協働による高瀬橋から美術館までの沿道

修景(花壇づくり等)  

・近隣の主要道路(147 号、19 号、オリンピック

道路)にハーブセンターや美術館の案内設置

の検討 
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３-Ａ 

３-Ｂ 

３-Ａ

３-Ａ

３-Ａ

３-Ａ

３-Ａ 

【【基基本本方方針針】】  
～～山山のの集集落落のの味味わわいいをを後後世世にに伝伝ええるる地地域域づづくくりり～～  

【【暮暮ららししのの目目標標】】  
・・豊豊かかなな緑緑とと自自然然のの彩彩りりにに包包ままれれたた心心安安ららぐぐ暮暮ららしし  

【【産産業業のの目目標標】】  
・・ググリリーーンンツツーーリリズズムムにによよるる滞滞在在型型観観光光のの振振興興  

～森づくり等の体験を通じて交流が深める場としてさらに活用～

▲大峰の大カエデ 

▲大峰のアルメリア畑 

▲大峰高原のツツジ 

▲陸郷のサクラ 

▲山間地の棚田 

▲成就院のしだれ桜

▲お茶屋峯の赤松 

第４地域 まちづくり構想図

安曇野の平地での観光

西側山麓の観光 

東山の観光 

豊科ＩＣ 

観光利用
者を引き
込み、特
色ある体
験を提供 

池田町 

松川村 

穂高町 

Ｎ 

東山一帯は豊科Ｉ.Ｃ.から

訪れる都会からの「安曇

野」観光利用者にとっては

最も近い山村集落。西側山

麓のサービス施設主体の

観光とはひと味違った森

林体験、山間集落での生活

体験の機会を提供し、特色

付けを図る。 
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１１．．快快適適居居住住創創出出ププロロジジェェククトト 
 

１-Ａ．居住環境の安全性の確保 
・山間部の災害時の移動経路の確保 

・幹線道路の拡幅等、生活基盤施設の整備 

・山地災害の予防等のための防災対策の推進 
 
１-Ｂ．自然と共生した暮らしの場の創出 

・市民菜園あるいは山林付きの居住地の確保 

・農作業あるいは森林作業が可能なクラインガルテン等の

滞在型拠点整備の検討 
 
１-Ｃ．匠のいるクラフト村構想 

・将来的に発生が懸念される空き家対策として、高度な技

術を有する職人の工房としての利用（地域内での販売等、

地域の特産品開発への展開も検討） 

２２．．産産業業雇雇用用創創出出ププロロジジェェククトト 
 

２-Ａ．地域協働の畑作振興 
良好な土地資源の持続的利用を保持するため、森林の管

理、農地の維持・再生の促進 

 
２-Ｂ．資源循環型の産業モデルの形成 

～地産地消の考えを発展させた資源循環へ～ 
○遊休桑園等の利用価値の低下した資源の有効活用 

・桑茶としての利用 

・チップ化→遊歩道づくりに利用 

・堆肥化→地元の農地に利用 

・その他（畜産の飼料、燻製のチップ等） 

３．美美ししいいままちちじじっっくくりり満満喫喫ププロロジジェェククトト  
 

３-Ａ． 彩り満喫ネットワークの創出 
陸郷のヤマザクラ、成就院のしだれ桜、大

峰の桜並木、大カエデなど季節ごとの彩りを

楽しませる案内や花による演出を推進 

 
３-Ｂ．大峰高原の利用促進 

     自然資源や既存施設を活用した体験プログラムの体制や

しくみづくり及び必要な環境整備（宿泊への展開の検討） 

 

３-Ｃ．グリーンツーリズム等の特色付け・広域連携 

 
・地域独自の森林体験、山間集落での生活体験の 

機会の提供、特色付け 

・森林セラピーやグリーンツーリズムの推進 

・誘導・周知等、面で広域的な連携を図る 

○安全・安心な生活基盤の整備 

・県道、林道等の改良事業の推進 
・土砂災害防止法（地域指定）への対応 
 
 

○山村を活かした体験、交流活動推進の中核

組織づくり 

・地域住民の交流活動の促進 
・地域協働の取り組みに対する支援 
 

 

○趣のある集落の居住環境保全 
・自然の中での暮らしを求める新規居住希望

者への対応 
 
 
○集落の資産活用の方針の意向把握 
・山間部の不動産の長期的な活用意向の把握

・住宅ストックの的確な情報提供 
・活用可能な空き家や廃屋等の実態把握 

 

○地域協働の農産物栽培の促進 
・多様な作物栽培と協働作業の拡充 
・遊休農地の活用 

・東山一帯の遊休桑園の整備 

 

 

○森林資源の活用 
・森林とふれあう体験プログラムの体制づく

り、人材育成 
・木材を活かした製品づくり 
 
 
○山村における就農促進 

・棚田などにおける農作業の体験プログラム

の体制づくり、人材育成 

○東山一帯の花の里づくり 

・サクラの名所としてのＰＲ 

・来訪者へのわかりやすい案内誘導 

・交通アクセスの改善 

 
○体験交流のメニューづくり 
・外部から訪れる人との交流機会の創出 

 
○東山ウォーキングコースの活用促進 

・180 度のパノラマ遊歩道の整備、赤線道の

活用 
 
○森林を活かしたプログラムの検討 

・森林セラピーのプログラムや体制づくり 

・民宿など芸術村を育てる団体の育成 

・個人有林での持続可能な森林づくり 

 

○見どころ等の案内、広報戦略の展開 

・花々の開花情報の案内、自然散策のイベン

ト活動等の情報発信の工夫（インターネッ

トの活用等） 

・町営バスの活用等、観光推進への取り組み

支援 



 
36 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域との協働の考え方を基本に据えたまちづくり 
を進めるための条例・制度の整備 ６.１参照 

（37 ページ） 

自立の町として、様々なまちづくり施策を実現させていくには「地域と協

働で進めること」を基本に据える必要があります。 

この進め方をこれから 10 年、20 年のまちづくりの進め方の基本的な方

向として位置づけていくため、必要となる制度の新設や基本条例の制定を進

めます。 

その方向のもとで、本計画で目指す将来像を実現するための基盤を都市計

画制度や都市計画関連事業を活用してつくりあげながら、農業、商工業、福

祉、環境、教育などの関連施策との連携を図り、「快適居住創出」、「産業雇用

創出」、「美しいまちじっくり満喫」の３つのまちづくりプロジェクトを推進

していきます。 

関連する様々な施策との連携 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 祉 

環 境 

情 報 

農 業 

教 育 

都市計画関連の制度・事業の活用 
（都市計画の実現の基盤づくり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用 

都市施設 

取り組み体制構築・強化 

実現のための方策の概念図 

６.２参照（38～49 ページ） ６.３参照（51 ページ） 

６.４参照（52 ページ） 

商工業 
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「「池池田田町町元元気気ななままちちづづくくりり事事業業」」  

〈〈ままちちづづくくりり事事業業〉〉                        〈〈資資材材支支給給事事業業〉〉  

■■本本ププラランンでで目目指指すすままちちづづくくりりにに必必要要なな制制度度やや条条例例のの像像 

  

「守り」の視点 
    で考えると、、、 
 

･池田のいいところを次代に

継承していくしくみづくりが

大切です。 
 
･計画的な土地利用の誘導を図

る制度やルールが必要です。 
 

「攻め」の視点
で考えると、、、 

･町民と行政が協働でまちの元
気と魅力づくりに取り組む必
要があります。 

 
･地域の自発的なまちづくりを
支える制度や条例が必要で
す。 

 
･わが町への愛着を育てる地域
づくりの活動を支えるしくみ
も大事です。 

６．１  地域と協働で進めるまちづくりに関する条例・制度の整備 

【今後目指すまちづくりに必要な制度や条例等】 

①→②→③の順で、段階的に深めていく方針です。 

① 町内の自治会、地区などより詳細な単位で自主的に取り

組む地域づくりを行政が支援をしていくための制度。 

② 地区レベルの住民合意のもとでまちづくりを実現させて

いくことのできるしくみを担保する条例あるいは要綱。

③ 土地という形あるものを対象に、全町的な合意に基づく

町の土地利用（まちづくりの将来像）を担保する条例。

○日々の生活に関

わりの深い分野

へ町民が参加で

きるしくみづく

り、関連する施策

の充実 
 
 
○福祉、教育、子育

て施策への町民

参加（地区ごとの

ネットワークづ

くり等） 
 
 
○人材育成、地域へ

の愛着を高める

生涯学習の推進  

等

地域の理解を得ながら徐々に協働の考え方や取り組みを町内に浸透させていく

ことが重要です。そのために必要な条例や制度の内容は、段階的に深みのあるもの

としていく考えです。 

■■地地域域のの自自発発的的ななままちちづづくくりりをを支支ええるるししくくみみづづくくりり      

「町民との協働による地域づくり」を推進するため、自立のまちづくりに取り組む地域住民

（自治会）との協働を実現する事業として「元気なまちづくり事業」を平成 18 年度から実施

する計画です。 

●地域の良さ再発見のための事業 
●歴史環境などを活かした環境整備事業 
●福祉や健康づくり、人づくり事業 
●地域の歴史文化の伝承保存に関する事業

１事業当りそれぞれ 30 万円を上限に助成

道路、水路等を整備・補修する 
資材の経費 
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【【土土地地利利用用のの３３つつのの視視点点】】  

 ②②ままちちななかかのの重重点点的的

なな整整備備誘誘導導  

  
将来的に用途地域の

指定を視野に入れなが

ら、若い世代を中心とし

た新たな居住を受け入

れ、まちなかの再生を積

極的に進めます。 

①①町町全全体体のの土土地地利利用用  

ココンントトロローールル  

  
農業施策との連携を

図りながら、居住はなる

べくまちなかに誘導し、

まちなか以外の居住は

ルールを定めたうえで、

進めていきます。 

③③郊郊外外部部のの計計画画的的なな 

宅宅地地誘誘導導  

  
宅地等のバラ立ちに

よる行政サービスの非

効率や環境影響に配慮

した土地利用をコント

ロールするしくみづく

りを進めていきます。  

 
 
 

  

  

土土地地利利用用計計画画  
 
 

都都市市施施設設計計画画 

６．２ 都市計画関連の制度・事業の活用 

①①道道路路((交交通通))

③③水水環環境境整整備備・・防防災災 

②②オオーーププンンススペペーーススとと交交流流拠拠点点

本計画の役割はまちづくりの将来像を都市計画制度や手法（事業）を用いて実

現させる手順を定めていくことにあります。５章までに示した像を土地利用と都

市施設の両面で考えていくことになります。 

（１） 土地利用計画 

土地利用は以下の３つの視点を基本に据えて、農業を取り巻く状況に留意しな

がら、段階的にしくみやルールを充実させていきます。 
短期的には、ゾーニングに基づく土地利用コントロールのしくみづくりを行い、

中長期的には用途地域の指定も検討していきます。 

■（補足）池田都市計画区域の線引き制度導入について 
長野県では、市街地外への宅地化の傾向等に関する県下同一基準に基づいて、本区域にお

ける区域区分（線引き）の必要性を「低い」と判断し、導入しないこととしています。 
・池田町、松川村ともに市街地外での農地転用率は県の平均より低く、市街地外での宅地化の

傾向は小さい。 
・本区域内の人口は概ね２万人であり、都市の集積性は高くない。松川村の人口は増加傾向に

あるものの、人口増加に伴う宅地開発は村の計画に従い既存の住宅地内に誘導し、人口の増

加自体も抑制していく方針をとっている。また、第２次、第３次産業就業者の伸び率は長野

県の平均よりも低く、市街地拡大の可能性は少ない。 
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３つの施策を相互に関連づけながら総体として計画的土地利用の実現を図ります。 
 
 

 

第第
２２
期期
（（

１１００
年年
後後
まま
でで
））  

第第
３３
期期
（（

１１５５
年年
後後
まま
でで
）） 

農
業
施
策
の
転
換
期

施施策策②②  
ままちちななかかのの重重点点的的なな

整整備備誘誘導導 

((

前前
半半))

  
  
  
((

後後
半半))

  

第第
１１
期期
（（
５５
年年
後後
まま
でで
）） 

施施策策①①  
町町全全体体のの土土地地利利用用  

ココンントトロローールル 

施施策策③③  
郊郊外外部部のの計計画画的的なな  

宅宅地地誘誘導導 

米政策改革

中間点 

集
落
営
農
体
制
の
確
立

＜計画的な土地利用実現のために必要な方策の長期展開＞ 

HH1199  

HH2222 

水田農業ビジョン

H27 

○事業実施により徐々に整

備、若い世代の定着 
○条例運用により計画的土

地利用の実現 

○土地利用ゾーニングの国

土利用計画への位置づけ 
↓ 

開発許可の目安として活用 

○土地利用のコントロール

に関する自主条例の内容

検討 

○町全体の土地利用を担保

する自主条例の制定 

○既存のルールの活用（景観

条例、指導要綱等） 

○計画的な宅地誘導の実現 

○まちなかの土地・資産活用

に関する意向把握 

○まちなかの改造計画の詳

細化 

○状況により地区計画によ

る強制力の強化を検討 

○用途地域指定＋都市計画

道路整備の合意形成・都市

計画決定 
○基盤整備事業着手

○まちなかの基盤整備計画

の作成 
○用途地域の導入検討 

○地域主体のまちづくりを行政が支援できる制度

の構築・充実 

○地区レベルでの土地利用

計画に関する調査・検討 

○地区レベルでの土地利用

計画の作成 
○地区計画の導入検討 

○方策の効果・課題の検証お

よび定期的な更新 

○緊急を要する箇所の整備 
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① 
花菖蒲と陶芸の里 

景観形成住民協定 

② 
花とホタルの里 

景観形成住民協定 

③ 
花とアルプス一望の里 

景観形成住民協定 

④ 
「坂下地区自然と景観を守る」

景観形成住民協定 

 

第第１１期期前前半半  既既存存のの制制度度ややルルーールルをを活活かかししてて、、土土地地利利用用ををココンントトロローールル

■ゾーニング図に沿った開発行為等の適否の判断（農振除外・転用等への対応） 

都市計画マスタープランの土地利用計画図を国土利用計画（議会議決が必要）に位置づ

けます。 
開発にあたって必要となる様々な許可（例：農振除外､農地転用等）の可否判断の目安と

して、ゾーニング図を活用します。 

現況法規制 土地利用ゾーニング 

③

都市計画区域 

農業振興区域 

農用地区域 

保安林区域 

景観形成住民協定地域

①① 
③③ 

②② 

④④  

池田町は現段階で急激な人口増加傾向にはありません。農用地区域も比較的

厳密に設定され、農地も面的には保全されてきました。 
集約営農の推進や担い手の集約化など、ここ２～３年は農業施策の転換期に

あることも考慮すると、本計画の土地利用のゾーニングを既存の制度を活かし

て実現させつつ、今後に向けて土地利用をコントロールするルールを準備して

いく段階にあると考えられます。 
ただし、保全と開発の調整を早急に要する区域では、重点的に計画や制度を

考えていくことに着手する方針です。 

山山村村集集落落ゾゾーーンン  

森森林林ﾚﾚｸｸﾘﾘｴｴｰーｼｼｮｮﾝﾝゾゾーーンン  

ままちちななかかゾゾーーンン  

里里山山ゾゾーーンン  

田田園園ゾゾーーンン  

緑緑農農生生活活ゾゾーーンン  

水水辺辺ふふれれああいいゾゾーーンン 

産産業業振振興興ゾゾーーンン  

山山村村集集落落ゾゾーーンン  

※町の辺縁部では隣接する

市町村とも調整を図りな

がら計画的な土地利用を

進めていきます。 



 
41 

ゾゾーーンン  当当面面のの土土地地利利用用ココンントトロローールルのの方方針針  
ままちちななかか  
ゾゾーーンン  

既成市街地の区域であり、公共施設が集積しています。このゾーンは宅地

化や市街化を優先的に進め、人口の集約することによって、行政サービスの

効率化を図り、まちの顔としての賑わいあるまちづくりを進めます。 
産産業業振振興興  
ゾゾーーンン  

 まちなか同様に既成市街地にあり、工業団地やハーブセンターなど、まち

の産業の基盤が集積しています。既存産業の充実を図るともに、地域協働に

よる新しい産業創出の場として位置づけ、必要に応じた規制緩和を行ってい

きます。 
田田園園ゾゾーーンン   集落の周辺を除いて大半は農振農用地区域です。無秩序な農振除外は避け

ることとし、農地の保全を優先し、宅地は既存集落の周辺に集約します。 
里里山山ゾゾーーンン  既存集落の周辺やその間に農振白地が各所に散在します。近年建築物のバ

ラ建ちが目立ちはじめており、都市基盤整備や行政サービスの効率化の面か

らこれをコントロールする必要があります。 
開発は既存の集落から離れない箇所のみを許容するとともに、各所で進む

景観形成住民協定の締結をさらに推進し、地区ごとの合意に基づくまちづく

りを進めます。 
緑緑農農生生活活  
ゾゾーーンン  

多くは農振農用地に指定された農地の区域ですが、南部は白地もあり散発

的な宅地整備もみられます。大豆等の転作エリアとして農地を維持する区域

を明確に定め、白地付近に宅地を集約していきます。 
山山村村集集落落  
ゾゾーーンン  

これまで同様、既存の法制度と池田町自然保護等指導基準に沿って開発を

コントロールします。 
 

■地区レベルでの土地利用管理のしくみの具体化 

町全体のゾーニングで土地利用の管理が難しいと想定

される区域（里山ゾーン・緑農生活ゾーン等）については、

地区レベルの土地利用計画に関する調査・検討、地区住民

の意見収集とルールに関する研究を進めます。 
 

＜具体的な検討事項＞ 
○町内で比較的開発圧の高い里山ゾーン、緑農生活ゾーン

の２ゾーンにおける土地利用計画を作成 

 

○関連する計画・制度の改訂の検討 

・農業振興地域整備計画の改訂  
・池田町自然保護・開発等指導基準要綱の改訂等 

 

○新たな方策との連携 

・土砂災害防止法との関係整理 
・長野県景観条例の活用 

・水防法（想定氾濫区域ハザードマップ）との関係整理

 

○地区計画の導入検討 

 

優先して地区レベルの土地利

用管理を検討していく対象候

補のゾーン 

＜第１期前半における土地利用コントロールの方針＞ 

←里山ゾーン 

緑農生活ゾーン→
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【参考】 地区単位のまちづくり計画の事例 

■ 地区計画による山麓部のコントロール（長野市飯綱高原都市計画区域・地区計画）
 

 

■ 自主条例による地区単位の土地利用計画（兵庫県篠山市・乗竹地区） 
 

 

 

 飯綱高原では、近年の宅地開発の進展にともなって、森林資源の減少や風景の変

質等、生活環境の悪化の問題が浮上してきました。こうした問題に対処するために、

住民参加により、地区単位で地域づくりの基本的なマナーやルールをつくり、建築

物や土地利用のあり方に関する具体的な基準を都市計画法に基づく地区計画として

定めました。 

兵庫県篠山市では緑豊かな里づくり条

例を定め、地域の個性を活かした土地利用

の実現に向け、住民の主体的な参画により

地区レベルの独自性と創意工夫を発揮し

た里づくり計画の策定を推進しています。

住民は地区内に協議会を設置し、地区単

位の土地利用計画や建築物の用途基準等

をまとめ、行政はその計画に沿った地域づ

くりを支援するしくみです。 

委任条例による担保が可能な地区整備計画の

素案

土地利用を担保するための 

建築可能な建築用途の基準 

出典：飯綱高原土地利用ガイドライン（H16.3 月）

地域づくりのための 

ガイドライン 

出典：乗竹郷づくり計画（平成 15 年度）

地区レベルの土地利用計画 



 
43 

大区分 小区分 産業振興 田　園 里　山
農家住宅 △ ○ ○
分家住宅 △ ○ ○
一般住宅（建売） ○ △ △
一般住宅（一戸建） ○ △ △
アパート ○ × ×
別荘 × × △
ペンション × × △
旅館・ホテル × × △

ゾーン名

居住用施設

宿泊施設

施設の区分

第第１１期期後後半半～～第第２２期期  

  住住民民参参加加にによよりり、、土土地地利利用用ゾゾーーニニンンググをを担担保保すするる条条例例をを制制定定  

■土地利用に関する条例（自主条例）の制定 

本計画の土地利用ゾーニングを明確に担保し、美しい

町を持続していくために、集落営農等の体制の将来像が

見えた段階で、無秩序な開発の防止と住民主体でルール

づくりのできるしくみを設けた自主条例を制定します。 
ゾーニングに基づき、各ゾーン内に設置できる施設、

地元住民の合意のもとに設置できる施設、設置できない

施設等、立地可能な施設の用途を定め、土地利用のコン

トロールを図ります。 
ただし、条例での用途指定は都市計画法に基く用途指

定ではないため都市計画事業の導入が難しく、密集市街

地のハード面の課題の解決は難しい制度です。このため、

市街地については、将来の用途地域導入を前提にしたゾ

ーン設定が必要です。 

ゾーン別の立地可能な施設用途の区分表 
（イメージ） 

○：立地可能施設 
△：地元の同意が必要

×：立地が不可能 

ゾーン区分との立地制限のイメージ（自主条例によるコントロール） 

第１期前半の既存制度を活用した土地利用コントロールの効果・課題と水田営

農の状況を把握し、土地利用のコントロールに関する自主条例の検討に入ります。

全町的に厳密なゾーン設定・用途を決めるために、ゾーニングが担保されてい

ない地域から、地元住民の合意形成を図り、全町的に土地利用調整を行います。 
これを受け土地利用を実現させていくことのできる自主条例を定めます。 

用途地域

の導入検

討範囲 

注）ゾーンの区分は現段階のゾーニング案であり、第１期後半から第

２期にかけての段階で、地域の声や社会情勢を踏まえ、見直して

いく必要性があると考えられます。 
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■用途地域の設定・街路整備によるまちなか整備 

まちなかへの人口誘導の展開を見定めた上で、

まちなかゾーンを中心とした範囲を用途地域に指

定し、都市計画事業等の導入を図っていきます。

右にそのイメージを示します。その実現に際して

は地域住民からの意向調査等に基づいて、必要な

都市計画の導入を詳細に検討します。 

 

 

＜用途の設定（イメージ）＞ 

住居専用用途：ゆとりある居住空間の創出を図る  

エリア 

住 居 系 用 途：既存の居住地を改善しながら、良 

好な居住環境の形成を図るエリア 

商 業 系 用 途：主に商業用地として、人々の交流・

賑わいの創出を図るエリア 

工 業 系 用 途：主に工業用地として、新規の工場 

立地の誘導を図るエリア 

第第３３期期  市市街街地地のの区区域域にに用用途途地地域域のの指指定定をを検検討討ししてて都都市市計計画画事事業業をを導導入入しし、、  

次次代代ののままちちのの基基盤盤をを再再構構築築  

全町レベルでの土地利用コントロールのしくみが構築された段階で、用途地域

の指定を検討します。 
この段階での用途地域の指定は、街路事業等、都市計画事業の活用により計画

的に市街地を誘導していくためのものです。 
まちなか整備に関する地域の意向などを第１～２期にかけて十分に把握し、事

業計画を立案し、実施していく方針です。 

用途地域の指定範囲（イメージ） 

道路の新規整備または

重点的改良 

住居専用用途

工業系用途 
商業系用途 
住居系用途 

用途区分 
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【参考】 第２期～第３期の実現参考イメージ 

■旧穂高町(現、安曇野市)の土地利用コントロールの事例 その１ 

（自主条例による土地利用コントロール＋用途地域＋農振法）

旧穂高町のまちづくり条例は、急激な人口増加と開発圧の高まりに対応するため、外部からの無秩

序な農振白地への開発を抑制することを主眼においた条例です。この条例の制定に先立ち土地利用調

整基本計画を策定しています。 

土地利用調整基本計画図 出典：穂高町まちづくり条例の概要パンフレット

用途地域の指定範囲

ゾーン別の立地可能な施設用途の区分表

用途地域内では、
街路整備、駅前の
区 画 整 理 等 に よ
り、徐々に市街地
整備が進められつ
つあります。
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■旧穂高町(現、安曇野市)の土地利用コントロールの事例 その２ 

条例に基づき、農振除外の申請時に計画ゾーニングとの整合をチェックしたり、一定規模の開発に

対しては協定締結を義務づけています。 

開発事業の手続の流れ

出典：穂高町まちづくり条例の概要パンフレット
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①道路（交通）整備 

歩道整備や拡幅整備等、既

存道路の改良等、生活者のニ

ーズをふまえた改善を図り

ます。 

 

第第
２２
期期
（（

１１００
年年
後後
まま
でで
））  

第第
３３
期期
（（

１１５５
年年
後後
まま
でで
）） 

第第
１１
期期
（（
５５
年年
後後
まま
でで
）） 

②オープンスペースと 

交流拠点の整備 
 

 

 

交流の場、いやしの場、遊

びの場、緑とのふれあいの場

としての機能の向上を目指

します。

 

③水環境・防災施設整備

生活環境の安全性や利便

性を担保する施設としての

充実を図るとともに、自然と

調和した形態を目指します。

 

 

 

 

○構想道路の

整備に向け

ての研究 

まちなか改造計画の

詳細化 

施設設計 

○地域との連携による沿

道修景 

○来訪者に対する動線

誘導の明確化 

＜計画的な都市施設整備に必要な方策の長期展開＞ 

○都市施設全般の機能、役割等の再点検、地元管理体制の構築準備 

○住民参加による公園づ

くりの検討 

○住民の意向に基づく、

既存公園、広場のリニ

ューアル

○土砂災害防止法の展開を

ふまえた防災対策 

○用途地域指定による都市計画事業の導入に合わせた都市基盤整備の事業化

の検討 

・街路整備（避難路機能強化） ・交差点の改良 ・街区公園の整備 等 

○住民ニーズに応じた施設改善、改良事業 

○施設整備、施設管理に関する住民による活動体制の確立 

（２） 都市施設整備計画 

都市施設は、住民のニーズに応じてより効果のあるものを重点的に整備していきま

す。ハード整備のみならず、施設管理等への住民参加を促し、地域協働による施設の

改善、機能の向上のための活動を推進していきます。まちなかについては、居住動向

もふまえ、中長期的な視点で都市計画事業を活用した整備を目指します。 

重点的な都市基盤整備の実現 
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3km1.50

宇留賀・池田線

大町明科線

上生坂信濃松川停車場線

原木戸・安曇追分線

大峰高原

役場

高瀬中学校

アルプス広場

会染小学校

多目的研修センター

あづみの広場

総合福祉センター
池田小学校

安曇養護学校

福祉会館

池田工業高校

クラフトパーク

ハーブセンター

 

400m2000

保育園保育園

農村広場農村広場
福祉会館福祉会館

金刀比羅神社金刀比羅神社

蔵蔵

池田鉄道駅舎跡池田鉄道駅舎跡

観音堂観音堂

神社神社

稲荷神社稲荷神社

体育館体育館

福祉施設福祉施設

墓地墓地

浄念寺浄念寺

保育園保育園

公民館公民館
病院病院 役場役場

蔵蔵

総合福祉ｾﾝﾀｰ総合福祉ｾﾝﾀｰ

神社神社

アルプス広場アルプス広場

中学校中学校

八幡神社八幡神社
小学校小学校

構想道路

①①道道路路（（交交通通））整整備備  
  

歩歩道道整整備備やや拡拡幅幅整整備備、、既既設設道道路路のの改改良良等等、、生生活活者者ののニニーーズズにに応応じじたた改改良良をを行行いい、、安安全全

ででよよりり利利便便性性をを高高めめるる道道路路整整備備をを進進めめまますす。。 

【町全体計画】 

 

①県道の改良整備の促進 

・自歩道整備、拡幅整備、付替整備 

・隣接市町村との関連整備 

 

②町道の改良整備の促進（全町的に実施） 

・自歩道整備、拡幅整備、付替整備 

 

③快適性、利便性を高めるみちづくり（居

住の集約しているエリアを中心に実施） 

・狭隘道路、Ｔ字路や袋小路の解消 

 

④良好な道路景観の形成 

・町外来訪者に分かりやすい案内整備 

・地域住民との協働による沿道の緑化、

花による修景の促進 

 

⑤広域的な視点に立った新規道路の整備 

・対岸の松川村に通じる構想道路 

（林中⇔細野） 

【まちなかの計画（構想）】 
 
①生活利便に配慮した動線整備 

・交差点改良、既存道路の拡幅 

 ・通学路の安全確保 

②来訪者にも生活者にも快適な歩
行空間の整備 

・案内等による回遊性の向上 

・親水空間の創出 

※街路事業など用途地域指定によ

る都市計画事業の導入と合わせ

て実施を検討 

道路整備計画 

Ｎ 

まちなかの道路整備イメージ 

その他道路
遊歩道
県道

まちなかゾーン至 大町 

至 明科 

至 

松
川

至 

生
坂

主な歴史的・文化的資源

まちなかゾーン

主な公共・公益施設
新規居住誘導候補地
主な公園・緑地 等

ﾗｲﾝ

道路の新規整備また

は重点改良的改良 

回遊できる歩行空間

の整備 
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3km0 1.5

会染小学校

多目的研修センター

東山夢の郷公園ﾏﾚｯﾄｺﾞﾙﾌ場ふれあい広場

クラフトパーク

アルプス展望公園高瀬浄水園

高瀬橋ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟｰｸ

アルプス広場

あづみの広場

墓地公園

大峰高原

農村広場

ﾀｰｹﾞｯﾄﾞﾊﾞｰﾄﾞｺﾞﾙﾌ場

②②オオーーププンンススペペーーススとと交交流流拠拠点点のの整整備備  

  
交交流流のの場場、、いいややししのの場場、、遊遊びびのの場場、、緑緑ととののふふれれああいいのの場場ととししててのの新新たたなな空空間間整整備備とと既既

存存施施設設のの機機能能のの向向上上をを図図りりまますす 

【町全体計画】 

 
①地域住民との協働による公園・広場等、

オープンスペースの利活用・維持管理の

体制構築 

 

②子育て世代や高齢世代等、生活者のニー

ズに合わせた改善 

 
③ウォーキングやサイクリング 

コースの拠点機能の強化 

・町内を回遊して楽しめるしくみづくり

・移動拠点となる施設の駐車場整備 

・案内誘導等、情報提供のしかけづくり
 
④低・未利用な施設の利用促進 

・施設利用促進の情報周知 
・施設を活かしたイベントやプログラム

の立案 

【まちなかの計画（構想）】

 
①公園、広場等、住宅地に近接

したコミュニティースペー

スの確保 

 

②地域協働による公園管理・施

設のリニューアル 

 

③歴史・文化の史跡を活かした

空間整備 
まちなかの公園整備イメージ 

オープンスペースと交流拠点の整備計画

Ｎ

まちなかゾーン

主な公園・広場
至 大町 

至 明科 

至 

松
川

至 

生
坂

400m2000

保育園保育園

農村広場農村広場
福祉会館福祉会館

金刀比羅神社金刀比羅神社

蔵蔵

池田鉄道駅舎跡池田鉄道駅舎跡

観音堂観音堂

神社神社

稲荷神社稲荷神社

体育館体育館

福祉施設福祉施設

墓地墓地

浄念寺浄念寺

保育園保育園

公民館公民館
病院病院 役場役場

蔵蔵

総合福祉ｾﾝﾀｰ総合福祉ｾﾝﾀｰ

神社神社

アルプス広場アルプス広場

中学校中学校

八幡神社八幡神社
小学校小学校

主な歴史的・文化的資源
道路の新規整備または重点的改良

まちなかゾーン

ﾗ
回遊できる歩行空間の整備

主な公共・公益施設
新規居住誘導候補地

ﾗｲﾝ

既存の公園・緑地 等

身近に行ける公園・広場

の整備候補地 

ハーブセンター
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3km0 1.5

前
川

高
瀬
川

岡
堰

③③水水環環境境・・防防災災等等のの整整備備  

  
１１））水水環環境境：：水水路路ととししててのの安安全全性性をを継継続続ししななががらら、、生生物物のの生生息息空空間間ととししててのの機機能能おおよよびび

自自然然とと触触れれ合合ええるる憩憩いい場場ととししててのの機機能能強強化化をを図図りりまますす  

２２））防防  災災：：災災害害のの危危険険性性をを全全町町的的にに把把握握しし、、災災害害をを未未然然にに防防ぐぐ施施設設整整備備、、災災害害時時のの対対

応応強強化化をを図図りりまますす 

【町全体計画】 
 
①治水・利水機能の維持・強化 

・砂防、地すべり対策、急傾斜地崩壊対

策事業の整備促進 
・用排水路の補修（圃場整備区域内） 
・県営灌漑排水事業の推進（内川上流）

・氾濫想定区域に基づくハザードマップ

の作成整備 
 
②良好な生物生息空間としての機能保全、

ネットワーク機能・親水機能の向上（岡

堰周辺、前川周辺） 

・地域協働による特色ある水路整備 
・散策路整備、低水路整備 

 
③安全な水の安定供給（有水率の向上）、

施設の適切な維持管理 

・維持管理に重点化（全町的に実施） 
 
④水洗化率の向上、施設の適切な維持管

理、下水道処理区外における合併処理浄

化槽の設置率の向上 
・維持管理に重点化（全町的に実施） 

 
⑤まちなかの防災機能の強化 
 

・東西方向の街路整備による防災機能の

強化 
・小公園確保による一時避難地の確保 

水環境・防災施設整備計画 

Ｎ 

災害危険箇所等
　

　災害弱者関連施設
　避難施設・避難地
　避難施設・避難地・災害弱者関連施設
　避難地

用水路改修区域（圃場整備区域）

主な河川・水路

　身近に残るいい自然（第１回地域別懇談会より作成）
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６．３ 関連する施策との連携 

環 境 

福 祉 

教 育 

情 報 

農 業 

●豊かな自然や良好な景観を有する住みよさを後世に継承してい

くために、自然と暮らしとの融和を図ります。 

 

・体験学習を支える人材の確保  ・自然とふれあう機会の創出   

・森林セラピー等、自然資源を活かしたプログラムや運営体制の構築 

・バイオマスや自然エネルギーの有効活用 等 

●生産の場である農地の保全と地元産品の消費を促すしくみづく

りを進め、地産地消を推進します。 

 

・豊かな土壌を活かした農業生産基盤の持続 

・農業後継者の人材育成  ・転作田・遊休桑園の改良・利用促進 等 

●若い世代、子育て世代、高齢世代等、様々な生活者が暮らしやす

い環境づくりを進めていきます。 

 

・子育て世代に対する補助、共働き世代への支援 

・地域協働で地域の福祉を支えられるしくみづくり 等 

●池田町のよさを後世に伝え、若い世代が再び戻ってきたくなるよ

うな教育のしくみづくりを進めていきます。 

 

・池田の魅力やいいところを子供たちに伝承する人材育成 

・池田町の魅力を実感できる学習機会の提供  等 

●池田の魅力を広く伝え、来訪者を増やす情報提供を進めます。 

 

・観光、池田の魅力に関する様々な情報の収集と蓄積 

・来訪者に分り易い案内誘導のしくみづくり 

・広域的な観光のしくみを構築しながらの戦略的な情報発信  等 

本本計計画画がが目目指指すす目目標標をを実実現現ししてていいくくたためめににはは都都市市計計画画ののみみななららずず、、環環境境、、農農業業、、

商商工工業業、、福福祉祉、、教教育育、、情情報報等等ああららゆゆるる分分野野とと総総合合的的にに連連携携ししななががらら、、施施策策展展開開をを

図図っってていいくく必必要要ががあありりまますす 

商工業 

●地域に根ざした商工業で振興を図り、雇用の創出を図ります。 

 

 ・まちなか再生の重点化、関係者の連携による実践的な体制づくり 

・多様化する消費者ニーズに応える商業戦略の立案 

・地域の環境に適した産業誘致の推進 等 
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６．４ 実現のためのしくみと体制 

①①地地域域にに芽芽生生ええてていいるる「「原原動動力力」」「「種種」」をを大大切切ににししてていいききまますす。。  

  

②②地地域域やや住住民民のの活活動動をを行行政政がが支支援援しし、、協協働働ののままちちづづくくりりをを推推進進ししてていいききまますす。。  

  

③③地地域域のの方方々々かかららああげげらられれたた当当面面５５年年ででででききるるここととををベベーーススにに、、既既存存のの取取りり組組

みみががみみらられれるる活活動動ああるるいいはは計計画画にに対対ししてて、、予予算算化化ああるるいいはは支支援援ででききるる内内容容にに

つついいてて事事業業のの実実施施をを推推進進ししてていいききまますす。。 

行行  政政 地地域域住住民民 協協 働働
支 援 

○土地利用ゾーニング実現に

関するルール整備 

 

○地域主体のまちづくり活動

の支援 

 

○自主条例の制度化・しくみ

づくり 
 

○都市計画事業の立案 

実施事業の予算措置 

○関連施策間の調整体制の確

保あるいは調整組織の設置 

○戦略的な施策展開の立案と

検証できるしくみの構築 

＜重点事項＞ 

ＰＲ・情報発信・提供、広

報活動、農業基盤整備、子

育て支援、高齢者福祉の体

制づくり 

○次代を担う世代への教育の

充実 

○地域単位のルールづくり

○地区レベルの土地利用の

合意形成 

○住民参加による地区計画

作成への提案 

 継続的な監視のための地

元体制の構築 

○農業保全活動への参加 

○町内施設の再点検、都市

施設の活用に対する提案

○地域主体のまちづくりの

体制構築 

○環境に配慮した生活実現

○地元産品の消費促進 

○商品、店舗の工夫による

消費促進 

○住民主体の維持管理 

・花による沿道修景 

・公園の美化活動 等 

 

都都
市市
計計
画画
関関
連連
のの
制制
度度
・・
事事
業業 

都都
市市
計計
画画
以以
外外
のの
関関
連連
施施
策策 

提 案 

産産業業雇雇用用創創出出  
ププロロジジェェククトト 

快快適適居居住住創創出出  
ププロロジジェェククトト 

美美ししいいままちちじじっっくくりり  
満満喫喫ププロロジジェェククトト
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